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各
学
部
推
薦
候
補
擁
立

京

大
同
学

会

霧
自
華

は
套
の
羅
雲

が
流会
し
た
麩
、
甲
婁
農

の
決甦

よ
り

十
=
月八
、
九
画日
を
期
して
改
選
を
蝕行
ず
る
こと
Σな
り
十
一月
二
十六
日
の
各掌
部
・濁動
部
・文化
部
運
絡

会
に
こ
の方
針
を辿
べて
了
解の
上
新
らし
い
協
議昌
が
逡
出
され
る
こ
と
にな
つ
た
、各
学
部
の強
硬
な反
矯
的
態

度
に
た
いし
て
は
同掌
会
と
して
は
勅
らし
い
協
議
飴が
選
出
され
た
後
に規
約
閂
題は
白
紙
に隅
るに
あ
めず
、
從

確
の
規
約
の蕃
議
の上
に
さ
ら
に興
駿
し
てゆ
く
と
の申
逮
事
頂
を提
出
し
、各
学
部
とし
て
は
勤ら
し
い
規約
が
搾

成
さ
れ
た後
、
新
協藷
員
会
は
解散
ず
る
、
との
附
稽
決議
を
提
案し
て
い
るが
、
同
学会
で
は
か
よう
に
新協
議
島

会
に
過
渡
附性
旙
を
もた
ず
こ
とは
不
司
能で
あ
る
とみ
な
し
、各
掌
部
が
あく
ま
で
か
」る
懸
監
を維
持
して
選
挙

事
務
を
ボ
イ
コジ
トず
る
な
らば
、
同
掌
会が
直
凄
選挙
を
行
う
こと
も
や
むを
碍
な
いと
み
て
いる

混
乱
を
避
け

帽癒
推
薦

【法】
有
』会
で
は
二
十六
日
午後
二

時
年よ
り
協
議委
嵐
会
を開
き
、
同掌

会
選
挙
対
策
を
練
つ
た
結
果
、運
動

部
、交
化
部
、自
治
会
の意
鼻
の
一致

を
みる
こ
とは
ρ朗
臼内
で
は
極
めて

困
難で
、
こ
の際
む
や
みに
選
挙
をボ

イ
コ
ット
し
たり
、
斑崩
す
る
こ
とは

掌
内
を混
乱
騒
に
お
とし
い
れ
ると

の
理由
で
、
條件
附
で
もつ
て
膿
接選

挙
に晒
ず
る
と
こも
に
、新
し
い
同掌

会
委員
に
携
用
を託
し
、も
し
同
学
会

改
組
案が
ま
と
まつ
た
と
きに
は
、
即

時
解
敬ず
る
よ
う甲
入
れ
るこ
と
に
決

定
した
圃
協
譲委
戯
会
に
おい
て現
在
の
有幡

会
協
讃委
顔
選
呂方
法
が
門題
に
な
つ

之
か
、出
塀
校
別
にず
る
か、
公
選
に

ず
るか
は
、
一般配自卜穿
の
世論
に
問
う

こ
と
とな
つ
た

立
会
演
観
会
を
開
催

【経
】同
学
会
改組
の
口
火を
切
つ
た

経
済
掌部
同
好
会で
は
貝
体的
な
選
挙

対
陽
は
+
一月
三
+日
の委
鏑
会
で
決

宗
ず
るが
、
大
体
同好
会
提案
の
同
学

会
改
組
に同
醐
♂
る蕪
歩
的掌
些
五
、

六
名
を推
薦
、
殉閣
体
の推
鷹
候
補
を

憂
えた
立
会
演説
会
を
開
いて
一般掌

牛
の判
断
に
ま
っと
と
も
に、
同
好会

推
薦候
補
に
対ず
る
積
極
的麦
持
を
要

望
ず
る、
同
好会
外
の
有力
團
体
であ

る
肚厨
は
別
に推
論
候
補
をた
て
ず
、

同
好会
を
痢
じて
委
酷
を
迭
ろう
とし

て
おり
、
経
済掌
部
で
は
、自
治
活動

の
活溌
化
し
だ医
掌
部
と
とも
に
自治

会
推薦
候
禰
の勝
利
が
ほ
セ確
巽
で
あ

る
と見
込
哀
れ
る

祓
き
難
い
無
関
心
主
義

【女
】学
友
会
では
=一日
の委
蝋
会
で

具
体
的な
対
策
方法
を
決
足ず
る
鵬爆依

で
あ
る、
こ
の
こと
に
つ
いて
掌
友
会

委
員は
、
文
学
部の
学
生
は
一般
に
こ

う
し
た
こと
に
無関
心
で
あ
るし
、
そ

の
上
学校
へ出
てき
て
い
る
人が
少
な

い
か
ら
、わ
れ
われ
と
し
ては
、
選
挙

日
漢
で
に立
候
補霜
の
立
会
漏睨
令
を

開
く
こ
とや
、
その
他
の
方
法を
講
じ

て
最
善
の努
力
をす
る
が
、学
生
が
も

つと
政
治飽
な
も
のに
つ
い
て檀
極
飽

な
関
心
をも
つ
て
ほし
い
、
と交
掌
部

の
低
調な
動
き
を
こぼ
し
て
いる
㎞
困

自
由
立
候
補
を
原
則
に

【医
】学
部
自
治会
松
岡
副
委酷
長
談

ー

今度
の
同学
会
改
絹
に関
し
て

ポ
イ
コツ
ト
した
り
立
喉
禰酋
を
強

制
せ
んと
ず
る学
部
も
あ
るよ
う
だ

が
、医
掌
部
では
そ
の
よ
うな
こ
と

は
しな
い
、
出
拠る
か
ぎ
り自
由
な

氣
持で
選
壕
にの
ぞ
む
∂
も
0だ
、

も
ち
ろん
医
学
部自
治
会
の融
見
を

反映
ず
る
よ
うな
人
を
立
てる
よ
う

努
力は
ず
る
し
、立
暖
補
番と
し
て

も
自治
会
の
徽見
を
反
映ず
る
で
あ

ろう
こ
と
は
繕じ
て
い
る
、予
想
さ

れ
る立
候
補
話
に
つい
て今
は
淺
然

と
して
い
て
何
とも
跨
えな
い
が
、

委
員
会か
ら
は
出す
べ
き
だ

凶
囚
國
回
圏
團

☆
前
え
い
・調
奮時
報
・その
他
國
期
刊行
物

★
民
主的
新
刊
書是
慨
販
闘

☆
文
化團
体
・労働
組
合
・学
校
の
御
用命
に
願じ
衷
す

東
都
市左
京
区
占田
本
町
二
七

農
掌
部
前電
停
南
側
(電
話
(上
)四
九
九〇
番
)
噌

動
植
物
教
室
に
集
中

【理
】
栖
原選
弩
姿
飴長
談
-
一昨年

十月
第
一回協
議
員
選
挙の
際
は
定員

三名
に
対
し
立候
禰
六
、七
名
の
鍛厳

職地
と
な
つた
が
、
そ
の後
二
回
に
わ

た
0無
投
薬選
出
が
行
われ
た
結
果今

般
十
=月
八
日の
選
挙
に今
か
ら
かな

り
の激
職
が
予想
さ
れ
る、
最
も
関
心

深
く多
数
の
立候
禰
呑
を予
想
さ
れ
る

の
は勒
湧
物
数察
で
あ
0
、最
も
籏閾

心な
のは
敢
媛会
の
沈
請
を反
映
し
た

数
学敢
学で
あり
、
そ
の
陣腐
な
俸
氣

に
ア
カデ
ミ
ー
の憩
弊
が
認
めら
れ
る

無
投
票
の
可
能
性
あ
り

【震
】他
掌
部
と異
な
り
各学
科
の
対

立
が
あ
り、
從
榮
立候
禰
書
は
少い
踊

合
で
も
ポス
ト
の畢
講

か
展開
さ
れ

て
い
た
わけ
た
が
、聚
ろ
選
挙
には
立

候
補
予定
喬
も
さ
して
見
当
らず
、
無

投
禦
の揚
合
も
考
えら
れ
る
、群
翻
の

水
産
掌
科も
「名
立て
る
と
いわ
れ
る

が
、
最
も激
し
い
場合
で
も
定憤
三
名

にた
い
し立
候
補
肴
四、
五
名
と
いう

と
こ
ろ
であ
ら
う

さ
れ
、
將
隈に
お
い
て学
捲
と
政党

との
結
び
つ営
が
予
源せ
b
れ
るが

この
点
に
関し
て
、「掌酋
が
政
治的

見
解
を
有
ずる
題
は
爪可
欠
の
臨で

あり
、
当
然の
こ
こ
ごあ
る
が
、大

学
を
政
轡
(政
冶
的
竃慨
凌
総む
)

の場
虫
9るは
避
け
られ
ね
は
なら

ない
」
と
の
マー
チ
ン"
τの結
、浦

的発
讐
が
あ
つた

キ
リ

ス
よ
敏

大
学

東
京

に

キ
リス
ト
教
綜An大
学
に
っい
て
は
、

東東
遼
郊
に
新
心ず
る
築と
掌
胱
や回

志
就の
こ
と
き既
甦
「、ツシ
ヨ
ン
・ス

ク
ール
に
分
罰す
る
と
の
二案
が
行わ

れて
い
た
が
、
[万
田
日銀
総
澱
な会

長
とず
う
園畷
キ
ーー
スト
敢
八
津理
麟

優般
会
卵
東
本部
で
は爆
」
一魔
にキ

リ
スト
敢
総合
大
掌
を創
讃
♂
る
こと

に決
免
し
た
、

理
ポは
明
後
止の
予
宛で
ち
る
が
、翅

瓢
委員
会
の
偽唄
r
よ
れは
尺
掌
既
に

甑
点
をお
く
昭教
歌的
な
キリ
ス
ト新

敢
の
胃合
大
掌e
、
鷹
叉酵
理
τ
彰臥

の
鯉数
字
部
も譜
け
る
、

一方
東
都
こも
支
部
を結
成
ず
るた

め釈
談
合
を闘
苛
、
支
陥L
を
舟
川

芳次
㌦
氏
に
、参
邸
に
矯逼
東
大総

長
な
どを
加
え
、麟
務
所
を曲
工
会

譲
所
にお
い
て具
体
茶
をね
る

"学
者
の
政
治o
的
見
解
は
不
可
欠
"

経
済
学
委
員
会
マ
ー
チ
ン
氏
談

経
済
学屡
飴
会
は
チ
ェア
ー
●
マン
、

C
・E
・
マー
チ
ン博
士
の
出
席を
潟

て
東
大
経済
掌
部
会
議革
に
お
いζ
全

ら

関
西
よ
り誉
十
名
の掌
看
か
参塊
午
優

一時
よ
り藤
田
教
授
(大
商
大
)胃
山

教
扱
(東大
)
の
報
告に
幕
い
て活
溌

な
酎
議
がな
さ
れ
た
、酎
議
の
キ瞠
な

内
容
は
次
の
一一点
で
あ
つた

一、
日
本の
大
掌
に
お
いて
軽
済掌
上

の
理
諭
的研
究
と
興際
的
研
究
(敬

育
を
含
む)
が
い
かに
結
び
つく
べ

き
で
あ
るか
に
関し
て
從
κ
の官
僚

餐
成
機關
と
し
て
の官
V
大学
の
性

精
が
反省
さ
れ
、
巽鞘
就
会
にお
け

世
界
学
界
ε
提
携

各
分
科
会
の

米
國
人
文塾

顧
門團
を
遅え
て
総
会

が
開
か
れ、
そ
の後
各
分
野ご
と
に
分

科
会
が哲
掌
、
史
学、
交
掌
、法
掌
騒

済
学
そ
れぞ
れ
に
分れ
て
もた
れ
た
が

そ
こ
で
酎議
さ
れ
た内
容
は
、特
殊
腔

に
疇
じ
て異
つて
いる
け
れ
ども
、
大

掌
に
お
け
る研
究
と数
禽
、
研究
組
融

の
鰹
化
な
どが
キ
とし
て
酌議
さ
れ
た

も
よ
う
で
ある
、
この
こ
と
に
つい
て

井
上
智
勇
教授
は
この
よ
う
に驕
つた

ア
メ
リ
カの
大
学は
一般
に掌
膚
を

養
成
ず
る
こと
よ
りは
、
艮
き市
民

を
獲
成
ず
るこ
と
に虚
点
が
おか
れ

て
い
る
が
、日
本
では
学
閂
的水
塗

を
島
め
る
慧豚
か
ら研
究
と
いう
面

に
疏
点
が
お
か
れ
る
べき
だ
と
思

う
、
だ
から
と
い
つて
研
究
と教
甫

を
寧
際
に
あわ
せ
行う
こ
と
を等
閑

覗
ず
べ
きで
は
な
い、
日
本
の現
在

の
研
究絶
織
で
は敬
授
だ
け孤
立
し

て
下
部絹
織
(助手
、
副
手)
と
の

共
同
研究
が
行
われ
て
い
な
いが
、

こ
うし
た
弱
点
を補
湘姻ず
る方
法
が

考
え
出さ
れ
な
けれ
は
い
け
ない
o

人
交
科掌
委
員
会は
岬つ
の
方法
で

あ
る
が
、自
分
の
研究
発
表
にす
ぎ

な
い
の
であ
る
か
ら、
本
当
の
意味

の
共
岡
研究
と
い
える
か
ど
うか
私

は
疑
問
だと
思
う
、綜
合
大
学内
部

の
共
同
研究
教
釜
内部
の
共
同研
究

が
は
やく
行
わ
れ
るの
が
口
まし
い

ま
た
、
アメ
リ
カ
その
佃
ヨ
ー
ロッ

パ
の
学堺
と
も
蓮
絡し
て
研
究威
果

の
変
襖
によ
つ
て掌
問
の
水
塵
を高

め
る
よう
に
努
力し
て
行
きた
い

機
会
均
等
、危
機
突
破
に
逸
進

上
田
穰
敏
授
渡
米

東大
理
学
部上
田
遡
敢授
は
日
本世
界

暦協
会
々
長と
し
て
、聚
暮
一月
十七

日
ニ
ュー
ヨー
ク
本
部で
行
わ
れ
る同

協会
年
会
に出
席
ず
るた
め
、
今
年末

出発
ず
る
こと
に
な
つた
、
同
年会
で

は
一九
五
}年
を
朗
して
世
界
暦
の各

國
一斉
輿
馳
を脇
翻
ずる

多
数
教
授
も
鷹
募

米図
と
交
通の
遁
闘
かる

アメ
リ
カの
政
治
酔論
教
ビ
ア
ン
、、げ氏

は
目
本
の掌
生
・生
沌
・敦
葭
と
アメ

リカ
人
と
の目
由
な
手紙
の
憂
換
を翼

現す
る
た
め
、G
・H
.Q
を
介し
て

京大
へ
も希
望
誉
を
募
つて
榮
た
が、

各
学
部
十
名
(全
國
五
千名
)
の制
限

にも
か
」
わら
ず
噸
い関
心
を
よぴ
、

法小
野
木
需
、欧
内
野
掴治
、
工
近籐

泰天
、
理長
谷
川
万
告
、野
厘
罷
三

耶
、医
窮
大島
正
雄
の
晶敢
授
はし
め

一七
〇
人
の助
教
投
、
講師
、
助
手
、

副手
、
学
生
が晒
滋
、
栞
天で
は
近く

この
リ
ス
ト
をと
り
象
と
めて
文
凸省

罹由
ピ
ア
ソ
ン民
の
もと
へ報
告
す
る

近
幾
私立
学
校
教願
舗
組
台
およ
び全

國
私
立大
掌
貰
再
目治
会
遡盟
関
西
交

部
共
同提
案
の
私学
岐
機
契破
東
都
敢

職
自
掌
生撒
起
大会
は
、
十
一月
二
十

七
日
午
優
二時
よ
り梨
都
霧
日校
讃
堂

に
お
い
て全
立
命
、全
岡志
祉
、罷
大
、

谷
大
箏
の敢
職
鮎
掌生
「
百
ゐ十
名
の

謬
加
を
爵て
開
鰭

立
大
奈
良本
敢
授
議長
に
推
され
、
立

大
、
同
大学
生
代
表
およ
び
職組
代
表

挨拶
の
慶
、周
大
和田
君
ら
よ
り微
起

欝旨
の
説
明あ
り
、文
科
六
千円
、
理

科七
千
=
百円
の
授
鱒料
値
上
策も
呑

まれ
ん
と
し
つ
」あ
る現
在
、
今
にし

て
起た
ず
んは
破
局
の到
楽
は
必至
で

あ
ると
私
字
に対
ず
る彊
力
か
つ具
体

的
な國
匝
補
助の
必
製
を強
調
、
つい

で
趣旨
内
容
に
つい
て質
疑
融
穐
に入

つた
が
、
冨掌
と
從
携し
て
廣
汎な
敢

青
複脳
賊
線
を結
成
せよ
と
ず
る
意見

と
、緊
魚
の
画態
に
立
ち至
つ
て
い
る

か
ら
}方
運
動拡
大
へ
の努
力
を
緋け

る
とと
も
に
現祥
は
πと
え
さ
Σ
やか

で
も私
掌
の
みで
懸
起
の狸
火
を
摩げ

ね
ばな
ら
ぬ
どす
る揮
営
委
員
会素

と
が対
立
、
激
し
い
論
職
の
後
深決

に
より
後
蕎
の方
針
が確
詔
さ
れた
、

こ
こで
東
齪天
掌
高
醐
職組
運
合
(本

庄
委歯
畏
)
東郵
私
立
轟署
甲
等
校職

組
連禽
(石#
窃
配
長)
間
円
開
催中

京
都
讐
共
催
私
学
騒
起
大
会
開
か
る

の
大
阪地
区
微
起大
会
、
関堕

牛
新

聞
蓬盟
(同
大
鈴木
君
)全
東
都
学
生

協
議
会
(策
大
璽原
君
)
より
そ
れ

ぐ

メ
ヲ宰

ジが
毯

れ、
ス
〒

ガ
ン
決定
に
入
り
「数
禽
の機
会
均等

」
私
掌敢
甫を
破
縫の
庖
機
より
救
え

」
「敢職
員
の
生
活櫓
擁
護
」
「私
掌

復
興
のた
めの
國
庫補
助
」な
ど
が
、

そ
れ
ぐ
舞

馨
の
捧

警
楚

が
、
こ
の間
各
自
迎加
案
を
提出
、
そ

の
司
否
を
めぐ
つ
て涯
乱
、
簾決
の
結

果
、
今
回の
逮
動
には
上
記
ス
ロー
ガ

ン
の
み
とず
る
も
の
=
六
、廻
加
ず

べ
し
とず
る
為
の
四
二で
退加
案
は
却

下
、
こ
のた
め
才
とし
て
立
命細
胞
員

「ほ
と
ん
ど婁

し
て出
磐
繁

聾

た
、
つ
いで
穴
会
宜需
瑚
訥
、明
日
よ

り
一週
間街
頭
に
抵出
し
て署
名
潭
勤

を
展
闘
ず
るこ
と
にな
つ
た
、最
後
に

谷
天
浜
円教
救
、
寵大
鈴
木
教授
ら
の

激
助
演
説
あり
、
罷大
よ
り
、謬
加
し

な
い
宇
校
にメ
ジ
セー
ジ
を
送
るこ
と

東
都
女
恥
の
ごと
く
学
生
題
動
に
不

当
な
る
知
圧を
加
え
る学
校
当
局に
讐

告
ず
ろ
こ
とを
提
炎
、難
聞,憂
員で
轟
一館学
牛
大
会
の
ご
と
ざ
掃
を
星し
た

体
化
ざ
れ
るこ
乙ピ
な
り、
四
特什
階

敬し
た

活
隠
な
y
旨は
瓦
㎡
掌
牛の
み
で
立
而
一
か
、
そ
の
嚢
`
Uも
敵
訳
演
誤
q
劇
で
融

認

蓑

場の翫
轟

あ

は
轟
で
あ
つた

外
資
導
入
、
國
庫
補
助
も
望
み
薄

◇
同
宝心計
岬学
圏凹

縦
醜
のみ

需
雛
雛
駄
諮
切

再
値
上
】万
数イ
円
?
が
一般
の
口
に

昇
つて
い
る
か
この
よ
う
な授
藥
劉
の

樋
⊥り
は
「般私
尊
同
織
同志
肚
も外

賢
あ
るい
は
字外
器
附
が
輪ど
望
み
え

な
い
現欺
に
お
いて
学
園
の保
持
を計

ろ
だ
けこ
も
ン
六な
解
費
を必
要
と
し

弱
ら
これ
を
字
中よ
り
の
授藁
劉
に
頼

ら
ね
はな
ら
な
い
とい
う
茜
垢に
あ
り
一

掌
生
も生
活
の
困翼
か
ら
そ
の負
沼能

力
に限
界
が
見
え贈
め
、
正
に全
宇
園
舳

が
庖
機晒
無

を呈
し
て
坐て
い
る
、

関
西
に
おけ
ろ
某私
大
に
み
られ
た
よ

縫
隷
髄
蟹
盛

有
費
敏
授
(押
掌
)の
東
大
へ、
滝
川

助敬
授
(卜法
)
の阪
大
へ
の移
動
は

何
か
示
唆し
て
い
る

之
に
対
ず
る策
とじ
て
私
掌
連
関西
支

部
の
紀
戚
、彊
化
に
より
國
犀
補
助を

求
める
と共
に
、
学
園協
議
会
を
設け

b
・.
●
●
●●●

…
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民
嵩
経
済
蛆難

部
会

発
足

初
の
会
合が

廿
コ
日京
大
法悩
第
石
教築
に
て
行
わ

れ
た謬
加
番
は奈
良
女
轟帥
導
か
ら
の

オ
プザ
ー
パ
ー
をも
含
む冊
名
余
、
先

ず
鈴木
君
よ
り
表る
+
四
日早
大
で開

か
れ
た民
学
同全
囲
精
威大
会
の
内
容

る
諺全
声
一勅、の
努
力
を勧
け
⊂
い
る

が
同大
掌
反
ひ中
央
誘、n長
川
本
飛は

「今迄
同
恵
耽を
口
め
て張
た
新
旧静

長の
良
心
によ
ろ
'何動
とい
う
、全

りに
角
敢
健的
な
傳
統も
掌
按
紅
冒

と生
活
の困
贈
が
限
界に
魂
ず
る
と

とも
に
賜
まり
つ
Σ
ある
、
し
かし

なか
ら
摯
問の
目
由
、掌
図
の
臼治

を犠
牲
にし
て
迄
外覧
捉
家
め
.瓜く

ない
」
と
諸
つκ

年
内

に
着

工

か

東
大西
部
構
内の
鼻
は
目
下
大
ウ掩

術
課
にお
い
て設
訂
甲で
あ
る
か
、間

も
なく
入
札
がテ
わ
れて
具
体
佑
これ

う
のは
十
二
月
㍗70
と見
ら
れ
て
いる
一

現
在
牝導
課
より
食
唖
と同
時
に
同掌

会
の
部躍一の
建殻
が
嘆謡
せ
ら
れ
て
い

る
か
、何
し
ろ
不さ
れ
た予
輝
は
わず

か
力十
万
円
で
ある
た
め、
こ
れ
が
実

現
は困
難
と
晃ら
れ
、
会計
課
で
は
と

り
敢え
ず
≠
食
の再
娼
のみ
に
舟
力
を

注
いで
い
る

現
状
て
は
崩
壊
至
免
九
ず

盤
蝿
縫
肇
羅
牒
寵
解
騨
瀦
訪㎝鱗灘

}

る
に
して
も
、
この
よ
うな
塩
業
が
既

り
立
たな
い
の
は自
明
C
あり
、
学
外

け・宗
敬團
体
そ
の
他の
ご
と
き何
簿
の

支
持
團体
を
有
しな
い
立
命臨
は
掌
校

の
絞
ム
にお
い
て
斑ら
授
芙胆
に
朝
ら

ね
は
なら
な
い
、「蛮
掌
協
議
会」
滅
勇

制
匿
、特
待
焦
制度
、等
を
設
けて
一隙

宥
ん
だ
六Q
O
O
円も
す
で
に隈
界
に

達し
、
学生
の
甲
に
睨落
省
も
生じ
て

照た
よ
う
であ
る
、
学生
の
生
活困
難

}と
、学
園
の維
持
困
難
とは
同
一の
問

「題
であ
ぞ

・も
は
憲
讐

蓼
生

で
はな
く
、全
学
園
対
國寅
で
ゐ
り、

唯
一の
血
路
は敬
肖
の
機会
均
等
の裳

求
とし
て
の
國眠
補
助
で
ある
、
これ

一を
建廠
行
爲
とし
て
否
認ず
る
に
は私

掌
にと
り
余
りに
深
刻
で
あり
、
私字

一の
自己
崩
壌
さえ
予
想
され
る
、
立命

館
よ
りの
数
、助
歌
授
の移
勅
は
今
の

と
ころ
な
い
が、
学
生
の出
席
状
潔は

極
めて
瓢
く
、総
数
一万数
千
名
中出

席
奮
}部
(堅聞
)
約
千
石白
名
、
二

護
(夜
間
)
約
ぬ百
名
で
あり
、
8ー
席

」恥
約
一割
h
分で
あ
る
、
今後
撰
掌
料

歪

上
が
行
われ
れ
は
濤
の
筆

騎

欝

騨

お
い
ては
私
蓬

　「関
西
喪
部
の
継
威
を
見
た
が
、
大
き
な

訂

禦
と
し
て裂
の
私学
の
暫

政
暦
と
のキ
畢
に
おい
て
鰯
調し
て
ゆ

き
た
い麿
回捉
持
つて
い
る
、そ
の
た

めに
あく
ま
で
全学
連
の
組
蔽西
変
を

婁
求
し
てい
る

流
会
つ
ず
き
に
悩
む

関西
自
治
還に
私
掌
離反

関西
自
治
連総
会
は
十
一月
廿
五
臼午

後
一時
よ
り大
蝿

入で
開
か
れ
る予

7
のと
こ
ろ
取大
、
東
大、
浪
筒
、大

高
専十
ヒ
貸出
庸
の
み
で、
結
局大
会

は
鼠
∬サ
ず
流云
と
な
つた
か
、
十
一

月
六、
七
口
戻大
に
お
け
る皇
学適
甲

央
φ自
会
の
決謡
を
硫
認し
、
今
俘の

方
針捉
こり
決
めた

な
お閥
西
臼治
虐で
は
、十
一月
十九

日同
じ
く
大
取葡
大
で
開曜
予
定
であ

つ
た鯖
舞

澱会
も
、
同志
肚
、
立命

館
、関
大
等
私掌
の
一部が
目
治
連
に

対
して
反
対
飽な
動
き
を見
せ
て
いる

た
め
流強
に
な
るな
ど
、運
合
内
部で

官
私
の対
立
の傾
向
が
晃
え、
そ
の威

行
か
丘目
さ
れ
てい
る
、
なお
次
の論

参

+
二
月
四
晟

大
で
罪

れ
至

建

塵 か
ね
て
よ
り懸
案
甲の
全
関

西
大
学
高窮
雄
弁
聯盟
は
、

同
芯
君
、関
大
、
立命
大
、

関
学
が
発
起校
と
な
つて
結

成さ
れ
、
この
発
起
配
念弁

論大
会
が
十
一月
=
八
日正

午
から
毎
日
新聞
大
阪
本肚

講掌
で
行
わ
れた
、
な
お京
都
交
部
翻

念弁
論
大
会は
十
二
月四
日堀
川
筒女

に
て
行
わ
れ
た

奮

袋
募
墳
の
上
・肇

謡

同
掌
会
と
いう
一つ
の組
蔽
の
下で
交
　

化、
厚
生
、政
油
活
動を
一貫
して
行

う
ぺぎ
だ
と反
対
意
兜
を表
明
、
つい

騒
罐
融鞘
騙
齢饗

炎朋
さ
れ
、熱
論
が
か
わさ
れ
た
が結

論
κ得
な
い
淡庚
=
時
単敬
会
した
、

つ
いで
同
掌
会会
議
琵
にて
各
掌部
臼
.

一を魯
開
、
現
在の
同
掌
会は
全
学
生の

一一選
争に
よ
り
確立
さ
れた
の
で
あ
るか

一ら
、今
回
の
葭組
に
関
して
も
【願の

榴
眼を
有
ず
ると
の
舗
拠
の下
に
、現

譲
配
選
挙
戦
展
開
か

ノ

同
学
醤改
組
累
をめ
ぐ
る各
掌
部
q治

会
照動
部
運
絡会
識
は
二
十六
日
午饅

蒔
より
法
継
師力
藝
ぞ
舞
蔀
臼

治
会
、同
学
会
、各
超
動部
袋

竜参

鏑
の
下
にひ
ら
かれ
た
、縦
済
学
部
同

好
会
朝卜N碧
が
議長
に
選ば
れ
、
揮動

部
、
文化
部
に
六分
の
一の亭
決
樹
を

肺
え
んと
す
る
自治
会
案
の瀦
明
が
あ

り
、
つい
で
同
掌会
累
勒総
務
㎎
田
鶉

よ
り
運勘
榊
は
政治
的
部
面
にお
い
て

は
野
心
をも
た
な
い、
予
輝噸
に
つ
い

}て
の
班尉
棉
を
望求
ず
る
と
帽挽
し
て

運
勤
部と
し
て
の
改組
案
を提
出
し
た

ず
な
わち
、
画
疲選
麗商
援選
挙
た
る

と
を
と
わず
遡
挙さ
れ
た
も
のか
ら
自

治
会
と掌
友
会
ま
つく
り
、雲

が
政

落
葉
散
り
て
思
い
出
深
し

銀杏
や
ポ
プ
ラの
沼

紮
が木
枯
し
に吹
き

と
はさ
れ
て
、す
つ

か
り冬
景
色
に変
り

多
事だ
つた
一九
四

七
箱も
あ
と
二旬
で

際
ろう
と
い
う昨
年

の
十
二月
八
日夕
刻

突
如と
し
謡
蔀
構

内
の掌
些
食
室
より

発
した
火
の
手は
抗

か
ら
の寮
風
に
あふ

ら
れて
、食
窒
を全

蝿し
た
の
み
なら
ず
共済
会
、
東
都大

学新
聞
紅
、
学生
鯉
康
相漱
所
も
たち

漢ち
猛
火
に
っ
、み
、
旧武
道
場
を
の

こし
、
ほ
と
んど
全
麗
ずる
に
至
つた

丁
匿会
讃
甲
で事
務
員
の洋
幽
ま
で持

ち
出ず
こ
と
か出
聚
た
映画
剖
と
一部

鷲失
を光
れ
た掌
鯉
以
外は
何
}つ持

出ず
ひ
嶺
も
なく
、
析か
ら
か
け
っけ

焼
土
よ
り
の
再
建
漸
く
着
手
か

た掌
生
も
只采
然
と
火の
灘
を
見守
る

より
他
な
かつ
た

こ
のた
め
食掌
は
麗
掌部
娚
内
の北
部

皮店
に
う
つり
、
千
数百
人
の
大世
柵

から
現
在
五百
人
程
度の
食
覚
と
なつ

て
いる
、
共済
会
は
折角
の
喫
茶部

馨
の
雄
図
も塁
しく
、こ
れ
を契
機

に
つぶ
れ
てし
衷
つ
た

学
生
種
康相
験
所
は
図
醤
館
融
務至

あ
と
にう
つ
り
、漸
く
整備
さ
れ
つ
つ

あ
る
、本
砒
は東
都
帝
國大
学
新
聞
時

代
以
飛
=十
数
年間
に
阜
つて
鍋
榿
さ

れた
設哺
、
資狽
羅
を
輔切
蝿
失
し
た

が
、
編鏑
自
の努
力
と
掌
内外
の
協
力

を
え
て出
火
國後
も
新
聞
の発
行
を
つ

ず
け
漸次
携
建
との
途
を
歩ん
で
費
た

出
火
当時
躍
仕
書犬
石
氏
に対
す
る
非

騨
の
責は
、
食
堂
への
不
渦と
共
に
煉

隙
の
火の
ご
と
く験
き
起
り
、同
声
会

.の
司
会
のも
と
に犬
石
氏
由放
利
用
看

大
会が
法
絃
四
番数
鰯
で開
か
れ
、
当

時
の同
学
会
委
醐畏
佐
膿
翁が
議
長
と

な
り
、現
同
掌会
委
飴
細
川君
が
カ
ロ

リ
ー発
表
を
行
い、
絹
対多
数
で
人
石

氏
追放
の
決
舐
が行
わ
れ
、有
意
の
間

北
部

こ

窟
堂
a

大
火
一凋
年
を
む
かえ
よ
う
とし
た
+

一月廿
四
日
北
翫食
㌘
の
い
に同
掌
会

と
掌
貧利
用
循
組合
の
連
名
で大
要
左

の
ご
とき
樋
交
がは
ら
れ
、
利用
喬
の

間
に
大
きな
セ
ン
セイ
シ
ヨ
ン
を躯
き

お
こ
した
昨
年大
火
以
後犬
石
比
の
醒約
に
も

か
」
わら
ず
掌
食は
依
撚
ζし
て
改

善
され
ず
、
経
箆
看大
石
比
は依
繍

と
じ
て灘
取
を
たく
慨
し
くし
て
い

る
、
よ
つて
左
の矧
由
に
よ
つわ
れ

わ
れ
は
入石
氏
を蛉
該
遡
壊ぜ
ね
孤

よ
り
萎飢
を
え
らひ
掌
牛
管岬
よ
り
飽
駒

當
に
向
つて
進
む
こと
が
力強
く
決
識

さ
れ
、現
今
熊
野学
生
会
捧
》餐
p部

薯

君
(隈
大
農
)の
犬
石氏
に
ょ
る

賢
本
す義
的
個
人
饗
を
交
持す
る
意

見
も
、圧
胸
的
反対
の
た
め
取上
げ
ら

れ
ず
に絡
り
、
そ
の後
掌
生
世理
と
い

う
形
で
一鶏
輔退
の現
欺
で
あ
つた
、

爆
弾
出具
言

`

説

現
実

へ
の
覗
角

明
治
顧
法
か発
而
さ
れ
、讃
会
政治

が始
めら
れ
て以
來
ず
で
に六
十
年近

く
にな
る
。
後進
國
と
は
いえ
、
これ

が錨
全
な
成
長
をし
て
おれ
は
、
民圭

圭義
國
巽
と
して
椙
当
の発
股
を
して

いた
は
ず
で
あ
るが
、
憲法
の
揮
贈
を

誤
り、
議
会
政治
ほ
話
全
に骨
放
き
に

さ
れ
、瓢
閥
、
官僚
の
支
配ず
る
所
と

な
つ
たこ
と
は
われ
く

の尉
脈
にな

お
鞘
しい
こ
と
でめ
る
。

い
皮
われ
く

は
ポジ
ダ
〈宣
曾
の
線

に
浩
つて
、
ア
メ
リカ
デ
モク
ラ
シ
聖

の
宙しい
鑑
助
に
より
、
}願
民
主
的

な
綴法
と
濁
公
をこ
」
に改
め
て
持
つ

た
ので
あ
る
。
しか
し
か
」る
形
式
の

整
禰
にも
か
」
わら
ず
現
興の
政
治は

芳
田
前酋
相
の
逮捕
を
ク
ライ
マ
,
ク

ス
と
ずる
昭
踏
濤件
を
はじ
め、
大
小

橡
々
の疑
脈
に
よ
つて
表
現さ
れ
て
い

る
戦
医的
な
政
治炎
の
腐
敗も
、
政
党

各
激
の自
党
本
位の
駈
引
きや
政
策
を

國
民
の茄
に
まざ
く

と
露
圭し
て
い

る
。
か
」る
威治
宍
の
腐敗
堕
落
は
國

民
に議
会
政
治
の腐
敗
亀
浩と
し
て
愛

入
れ
られ
、
経
には
試
会政
治
へ
の
不

儒
と
な
つて
あ
らわ
れ
て
ゐる
。
これ

は
了
匿価
州
恥
変か
ら
曳那
恥
変
へ
の

頃
に
日本
の
政党
が
腐
敗し
政
党
政治

に
國
民が
さ
じ
を投
げ
政覚
が
解
敵し

翼
儀政
治
へ
の
剛滝
の
前
夜を
思
わ
し

め
る
もの
が
あ
る。
し
かし
政
治
駅
の

腐
改
と蹟
会政
治
ての
もの
へ
の
批判

と
を
十分
硬
別
しな
け
れ
ば
なら
な
い

も
ち
ろん
あ
る
制轄

営
がう
漢
く
さ

れ
な
い湯
合
に
はそ
れ
を
渾営
ず
る
人

々
に
欠陪
が
あ
る場
合
と
、制
度
そ
の

も
の
に
欠箔
を
持
」隔
合
とが
あ
る
。

翻
会政
治
の
傷
合に
お
い
ては
個
々
の

制
匿
その
も
の
には
な
お
霰
少
ぺ
き

も
の
があ
る
が
、國
民
の
愈志
を
十
分

に
反映
ず
る
政治
型
顧
と
して
は
現代

融
会
にお
け
る興
型
附
な
もの
と
い
」

樽
るで
6
う
。わ
傘
岡
で
とら
れ
て
い

る
型㎏
も
決
しで
細
h
も
ので
は
な
い

そ
うず
る
と
酷局
こ
れ
を
疎勧
ず
る
人

間
の閣
題
に
な
つて
く
る
。

元坐
政
治
尿と
い
え
ば
くつ解
の
溜

濁
併
せの
む
と
いう
≠
肺室
を
思
わ
せ

俗
窯な
世
俗
人の
代
表
のよ
う
に
思
わ

れ
て
、い
やし
く
も
摺
趨
臼
費
凹ん

ず
る
学
看や
人
格
酋
を以
で
任ず
る
人

人
は
これ
に
近
ず
こう
と
せ
ず
、む
し

ろ
か
Σ
るも
の
か
ら難
れ
て
いる
こ
と

に
自
己の
存
在
主義
を
見
出ず
こ
と
ず

ら
不
思議
な
こ
とで
は
な
か
つた
。
こ

れ
は
封建
時
代
の璽

酋
的な
肴
え
万

と
、
学問
を
理
実か
ら
離
れた
何
か
冤

高
い
もの
で
あ
るか
の
よう
に
考
え
る

ア
カデ
ミ
ズ
ム
の欠
陥
の
あら
わ
れ
で

あ
る
。現
在
こう
い
う
考
え方
は
た
ん

く
聞
ら
い
で
いる
と
は
いえ
、
な
お

わ
れく

自身
の
籍
に
おい
て政

治
と
い
う
も
の
が
い
か
に
㎡
+、な
恵

味
ル打
つ
て
い
るか
、
そし
てわ
れわ

れ
目
珂の
政
治
をう
ご
かし
ζ
ゆ
く
エ

ネ
ルギ
ー
の
中体
の
一分チ
と
し
ての

役
劇
かい
か
な
るも
の
であ
る
か
が、

十
分
に認
晒さ
れ
く
い
ない
。
國
民が

な
ら
ぬ

(イ
)
学食
縫
営
協
讃会
に
お
いて
帳

簿
は
公開
さ
れ
ず
七月
頃
に
は
「倒

人
経
営な
る
ゆ
え
、た
と
え
学生
と

い
え
ども
職
簿
を
見せ
る
必
要は
な

い
、
必要
な
5
職
頬籔

の
万で
う

つ
し
て弊
せ
る
」
とい
つ
て
公囲
し

な
か
った

(ロ)
別榮
は
食
費
が寂
い
と
いう
の

で
配
計の
魚
榮
を
歴
⊃て
販廻
し
て

い
る
が
ご、
四
割程
竪
の
判
盆を
ζ

つ
て
い
る、
現
在
+
肉円
e喚
但
は

最
腐十
二
円
であ
る
、
一日の
蝦
上
　

圧
倒
的
に
追
墾
又
持

け
は
二千
五
百円
で
あ
る

な
お
組合
委
飴
の手
に
よ
つて
朽
わ
れ

(ハ
)昨
今
豪
で
の三
十
円と
い
う
食
た
世諭
醐
糞は

彊
の
内駅
は
ヰ食
+
二
円
血+
観
、

(1
)犬
石
域
を廻
放
ず
べし
二
七
二

副
食
八円
、燃
判
四
円
、人
件需
円
五

猶
放の
婁
なし
}〇

十
鍾
、備
品
代
五↓
鍍
、礁
費
一円

(2
)食
掌
は
掌雄盧
営
にず
べ
し
二

曜
氣
水遁
、
電
話血
十
銭
で罰
三
十

Q
七、
個
人
経営
に
よる
学
生
管
理

円
と
な
つて
い
るが
、
組
含の
調
査

k
よ
る七
1τとい
う
デ
ータ
ー
が
出

で
は
副食
は
一日
に七
円
尼ら
ず
e

た
、な
お
こ
の調
査
は
微交
が
出
て

あ
り
、燃
刹
質三
円
、人
件
費
二円
八

ρら行
わ
れた
もの
で
あ
るか
調
査

十
鑓
位で
犬
石
炭は
一日
少く
と
も

に
対
して
は
公
正に
行
わ
れた

三
円
を
われ
わ
れ
から
讐
上
け
て

誠
慰
認
め
ら
れ
す

い
る
(賢録
人
員
勇百
人
と
して
一
掌
貧
利
用
者組
今
委員
魁
塚
霜
談

月
四
万
釦手
円
)

"

(二)
一時
朝
負
舞
でパ
ン
を
渡し
て

い
た
が
最近
で
は
これ
す
ら
や
つて

これ
に
対し
て
経
當省
、
犬
石氏
は
次

い
な
い
、そ
し
て
パ
ンだ
げ
もら
つ
舳のご
と
尺臨
つ
た

て
副
食
その
他
の
蟹用
の
迦
金
を公

私
は
窩
に掌
比諸
君
の
た
の
に簸
も

約
し
な
から
、
こ
れを
も
ら
つた
の

良
い
食竺
を
ほ
営す
ぺ
く
努
力し
て

は
委
員
以外
に
な
い

い
る
、学
生
の
方
¢直
営
か
よ
いと

東
大
、
九大
で
は
ずで
に
圓
営
に威
r
決
ま
り
、思
体
園
な対
策
髭
も
つて

功
し
三

紬ξ

近く
塗

の重

霧

嵩
と
了
解
隻

は
い
つで

よ
つ
て
行わ
れ
ん
とし
C
い
る語
君

も私
は
越陣
ず
る
、し
か
し
い
つも

の
爾
起
協力
を
の
ぞん
で
や
豪な
い

食
{
の
軍～
監⊃
いて
は
峯
亘
の万

わ
れく

は
たえ
ず
犬
石
出に
対
し

て
改鶏
を
駅
め、
彼
が
諏
慧を
爪ず

こと
を
期
待
して
い
た
が、
口
で
は

い
つで
も
退
陣し
て
も
よ
いよ
ら
な

こ
と
を詔
つ
て
いる
が
、翼
際
に
は

火
災前
と
回
じ
⊂と
で
、こ
ん
な
掴

示
を出
ず
と
急
にサ
ー
ビ
スが
よ
く

な
る
こと
は
何
を
ホし
て
いる
か
よ

く
分
かる
、
世
舗醐
食
に
よ
つて
も

大
部
分が
彼
を
廻敏
ず
る
こと
を
求

めて
いる
、
⊂
の際
大
い
に
巽
ず

ぺく
努力
ず
る

希
望
な
ら
ば
何
時
て
も
退
陣
〃盤
糠

=
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民
才
政
治
に対
し
てか
」る
懸
蝕を
+
方
で
あ
る
。ず
な
わち
二
雁
の関
心
は

分
に
持
た
ない
と
した
ら
、
斯角
の
調
持
つて
いる
か
、
その
う
ち
の大
翫
分

会
も
形
式飽
な
も
のと
な
り
、民
宰
政
は
謹
傾
の当
落
を野
球
や
相
悌の
勝
負

治
の
実
懸は
騒
藁政
治
穿
の
利署
の
畢
と
同
じも
の
の
よう
に
哨
え
ると
い
う

奪
場
にな
つた
り
濠た
独
勲鮒
な
ノ
ア
段
階
に
止ま
つて
いる
と
り
隻こ
と
で
饗
掌
部掌
弊
六
会は
十
一月
二十
九
目

シ
ズ
ム
の温
床
にな
る
庖
瞼を
に
な
つ
あ
る
。知
識
人
とし
で
將
艇就
衣に
活
午
後
r時
よ
り
数掌
肇

融
四蓑

羅

て
い
る
ので
あ
る。
過
去
にお
け
る
民
繭
せ
ねば
な
ら
ぬ人
間
が
己
然と
し
て
に
て開
簡
し
・
謬
鰻犠
七
十
一名
の
た

室
政
治
の窯
現
され
な
か
つた
理
由
も

「政
治
」と
い
うも
の
の
慧
義を
十
分
め
掌
生大
会
成
立
ぜず
、
仮掌
生
大
会

こ
れ
に大
き
な
原因
が
あ
ると
い
わ
ね
π
認
臓
して
い
な
いと
し
たら
、
折
角
に
移
行し
、
ま
ず議
長
・霞
記の
任
甫

ぱ
な
らぬ
。

の
民
キ政
治
も
鮒全
な
発
還
をと
げ
る
が
行
われ
、
そ
の後
一般
報告
・同
掌

今
や議
会
解
敬の
機
渾が
よ
う
やく

こ
とは
出
硬
な
いo
デ
モ
クラ
レ
ー
の

濃
μ
とな
り
、眠
蜜
將
坐
にお
い
て総

危
機
とか
、
民
主ギ
義
の
環護
と
かい

蓮
摩
が行
わ
れ
るで
あ
ろう
。
囲
民が

う
こ
とも
μ
な
るス
ロ
ーガ
ン
ご
はな

先
に
のぺ
た
よう
な
並
謙の
氷
鵬
に
お
く
、理
突
の
政治
を
團
睨ダ
る
と
き、

る
と
ずれ
ば
、次
の
週
がの
鯖
果
も多

わ
れわ
れ
の
ゆ
るが
せ
に出
榮
ぬ
問陶

く
期
待出
坐
な
いで
あ
ろう
が
、
われ

で
ある
こ
と
を邪
ね
ば
はら
ら
ぬ
。

駿
蟹

嚢

翻

鑛
疫

◇
◇
◇
◇

一

大
学
法
を
審
議

京
大
理
初
の
学
生
大
会

一討
輪川を
展聞いし
、
午硬
五
時
すぎ
敲
会

会
改
組
につ

レ、
(の

報告

●

六学

罰2、
築

の
う
ち
から

〃
国願

択　

◇圓

囲

公
属
会
を
行
う
、
演
臨
レ
パ
ト
ー-
'ー
は

「商
舶
テ
ナ
チ
f
1
」
戸
二
一幕
)
管
絃

桑

は
期
隊
行
準
興

シ
ユ
ー
ベ
ル
ト
)メ

[
ニ
ユ
エ
ツ
ト

(
ハ
イ
ド
ン
)
セ
レ
ナ
ー

デ

(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
そ
の
他

方
と
+
分相
談
し
て
やつ
て
い
るつ

も
り
で
ある
、
し
かる
に
促如
と
し

て
組
合と
回
掌
会の
名匡剛
で私
を
慰

放
し
ろと
い
う
轡
示が
出
た
こと
は

全
く
即
解
κ占
し
い、
催
人
吐獅
は

個
人
鶉
で
あ
る
以寺

み
ぐ
衷

で
免
せ
ろわ
け
に
何か
ぬ
が
、問
わ

れ
た
こ
と
につ
い
ては
十
分
醗明
し

交
、
入
試
科
目
定
ま
る

昭
和
二
十四
年
度
ダ学
部
入掌
眩
瞼
科

目
は
左
の通
り
決足
し
κ

◇
翻
掌
(葬
、
独
、佛
、
露、
甲
國
語

憲

説・器

の・蟹

塞

・雲

・含む・◇箋

窪

跨
鞠

竃

薩

騰

璽
購

鱗
縦
備箱

別に囁

由
睡立
②
大
学
管理
の
最
蘭決
衡
機閃

は
数賊
隠
・学
勺に
3
う
べ常
こ
と
、

関
大
公

関
人
.、は士
再
九

雑
鍛
製

戸繍
螺

演
奏
会
G醐憶。雌

動
部
の揮
営
と
か
、文
化
厚生
活
助
を

う
け
も
つも
の
とし
、
両
者の
蓮
絡
を

は
か
る協
議
会
を解
鎧
し
、そ
こ
で
は

予
算
閥題
各
種
行恥
等
限
りれ
た
閃
題

に
つ
いて
陶
霜
かち
牛
数
ず
つ窃
擬
を

出
し
て講
決
し
、そ
れ
に
つ
いて
自
治

会
掌
友
会と
も
服ず
と
い
う内
容
を
も

つ
も
の
で
あ
る
、
こ
の
捷
案
に
対
し

て
、
欄原
同
学
会婆
鮎
長
は掌
生
の
目

治
組
繊
を
二つ
に宕
り
は
なす
こ
と
は

学
牛
週動
を
虜
体化
ず
る
もの
で
あ
る

聚
幽
般
の生
活
裂
踊完
鮪
を
期し
.鋭
葱

努
力
叩
で
あつ
た
が
、総
務
似
下雛
欄

委
歯
の
珂圃
に
よ
り
、
二十
日
食堂
が

完威
し
小
規槌
で
は
あ
るが
栄
養
に遣

憾
なき
を
則し
、
館
生
の期
待
に
浩う

べく
雑
輔
を開
始
し
て
い
る

翻

東
洋
の
家
ε
心

官議
灘

ソ
連
二
+
轟

鋸

難

齪

政
治
ε
文
蹉

の
間
蟻
馨
鑓

ベ
リ
ア
ル
夫
皿

殊灘

}
 顧蝋雛
甥
禦
生
活
計
幽

交
替
す
る
肚
会
層

京
大
学
生
身
上
調
査
成
る

東
大
禰
導課
お
よひ
厚
生
課で
は
本
嬉

十
月
よ
り昭
和
二
十三
年
匿人
学
誉
一

三
=
四
人
につ
い
て、
六
月
一日
現
任

の
身
上
調糞
を
行
つて
い
たが
、
こ
の

ほ
ど
蟄
計を
%
了
、そ
の
結
果を
発
表

し
た
、
本肝
匿
人
学誉
穐
数
は
}7エニ

四
名
、し
た
が
⊃
て楚
最
提出
書
は

そ
の
八
く%
に
逞
し、
京
入
とし
て
は

劃
期
鮒
な醐
査
C
あ
る

京
阪
姉
が
孚
ば

◇
父
兄本
緬
府縣
別

束
都
一八
四

(;
三
九
%)
大
阪
}=
一
(一六

%)
留
掌
牛中
國
噌七
名
、
米
國
一と

な
」
て
い
る、
父
兄房
停
槻
は
蒐都
二

汽四
(
}九%
)大阪
二
四
八(
一八
●

七
%
)
兵
圏
一八
六
(一四
%
)で
、

東
嵌
岬
が
総数
の
隼
は
を占
め
て
いる

◇年
令
別

一一〇
蔵
が最
も
多
く
三七

石
(
毛

.九
%
)三
歳
三四
七
(二

天
.
二
%
)最
年
長
者は
79
四
歳が
文

一掌部
に
一名
、最
年
少看
は
医
掌部
十

　一八蔵
が
一名で
あ
る
(いず
れ
も満
)

}◇出
身
学
校別

高
校
出身
肯
八
コ八

名

(六
一・六
%
)
恥
門学
校
呂
身看

八
.二
%
一〇
九
名で
四
蛇
、
冒公
距

は
く
・あ
%八
六
名で
五
短
と
な
つて

い
る
、
無職
雷
が
=
丁
七
%
一六
八

名
で
『
位を
占
め
てい
る
の
も
注目
に

農 学 慧
特集・農村工業

鵬簸

舞

継
緯
.敵

甘
藷
¢」農
村
工
業

織
内
信
諺

醗
鵬
難

鞍
梱甥
簿
姻
霧
W

農
村
の
搾
油
工
業
…
…
・…
木
村
鷲
郎

農
業
用
風
車

山
本
勝
郎

米
國
機
械
化
農
黎と
生
産
力
…
・細
野
嵐雄

(¥40●〒2>
細 ・朝倉鶴店・鋤一

 

羅

.騰

て
い
る
はず
で
あ
る
・と
に
かく
星

亨
ハ
暑

(二七
%
)麗

譲
聲

童の
誤
解と
見
ら
れ
る所
が
多
いo

一2
響一咽一響一=
一■一一
曹■一一噌,一一一,一〇一一一一一
一一,一昌一の層一=
一噌一一一一
■儒一
一一〇一〇一一■O●一層劇幽噛一一
一騨,,

お

よ
び

輿

門
剖

管

絃
Ψ

團

の

合

同

属
奏

陣

と
共

に

明

汁
度

か

ら

の
塾

鵬

大
学

と

一

文
部
省
委
員
衆
る

蔓翼
大
掌
に昇
賂
か

京
都
市立
興
導
に麟
鏑
大
学昇
絡
か
否

か
を
決定
ず
る
、文
部
一皇
く掌
盟
圃
曇

愚
会
の緊
宮
氏
ら五
委
昌
は
、士
一一d

同
校
を肪
れ
中井
校
長
の
大掌
昇
格
r

響
雛
繭
識
輪
釜

つ
た
、
問
鵬
の
敦
超
、甲
科
F
嫁

」'左
牧

授
甫
曲
、
川
内
、
"
松
民
52を
戸
え
L

予
甲
ご
あ
り
、
憲
門
科
μ
の
小
弥
㍗
'

須
田
幽
入
郎
、
和
㌍

一
曲
民
し
の
敬
授

して
の
黎
足
に
そ
なえ
て
い
る
、な

お大
学
決
簿は
明
年
二月
の
予定

学
食
34
円
50
銭
に

國
十

一
月
よ
り
輿
施
爵
れ
た

ギ
創
頴矧
鰍
米
側
引
ヱ
げ
に

と
も
な
い
、
京
大
各
学
牛

食
儲
ご
は

一
]

ご
十
円
の
食
鯉
夕

一、十

四
円
力
十
銭
に
、
す
な
わ
ち

一乳
%
の

憤
⊥
げ
在
行
つ
た
、
な
お
増
配
に
よ
る

,

瑠
加
分
は

一
日
廿
五
グ

ツ
ム
で

一
食
分

の
旭
k
ケ
る

G
拓
ど
優
り
は
な
い
が
、

十

「
月
}
日
よ
り
十
H
蔑
び
の
脚
有
効

C
あ
・」卜
月
分
愈
努
～
所

し
い
+

}
月

分
頁
匁
ピ

り
弾
冠
を
行
',
た
の
は
叱
部

レ
∵
c
、
他
の
血
堂
に
鞘
い
て
は
何
等

の
措
嗣
お
"ー
ナ
ら
れ
な
か
,
定

O

、
丁
九
、
理

}
と
な
つ
て
い
るド

◇
父
兄
職
藁
別

馳
爽

わ
が
國
の
知
訟

　
階
級
の
ギ
流
を
な
し
こ
い
た
会
肚
員
・

ぎ
鴎
畠
撃
藁

誕
禦

盤
と
ず
る
も
の
は
経
砦
書
、
管
理
人
、

女
配
人
に
席
を
ゆ
ず

り
、
後

青
が
9

三
。
「
%
四
「一胸九
名
を
占
め
る
に
反
し

会
鮭
員
は
一
七

・
七
%
、
三

罰四
名
で

第
二
位
、
自

由
髄
業
酋
、
数
肖
肴
は

値
ず
る
であ
ろ
う

◇
眠
族
調蛮

配
讐
あ
る
も
の
、
=

八
名で
二
%
、
交学
部
の
一四名
が
最

も
多い法
学
部
が
最
高

◇牽
賢
関
係

一〇
〇
〇
円以
下
の
も

の
二九
二
名
(二
二
ひ
噸%)、一五
〇

〇
⊥
§

畠

の
も
の
二
八
九
名

(「=
・八
%
)で
蚤
も
多く
、
最
画

月
瀬
は理
学
部
の
一万
円
、
李均
月
額

は
法
掌
部
二四
四
六円
が
巖
昌、
最
低

一は
工
学
部の
=
三三
ハ円
、
医学
部
は

コ
〇
七
七円
で
、
理科
系
の
方が
掌
資

が
か
さ
むと
い
う
常識
を
く
つが
え
し

て
い
る
、た
ビ
し
この
調
査
では
自
宅

下
宿
の区
別
が
な
い、
掌
費
出資
霜
は

父
兄
に
よる
も
の
が鍛
も
多
く、
一=

〇
二
名
(九
〇
・
七
%)
そ
の
甲で
も

全
く
父兄
の
み
に
よ
るも
の
一〇
三
五

名
(七
八%
)
補
助と
ア
ル
バイ
ト
九

二名
(七
%
)
補
助と
ア
ル
バイ
ト
と

一興
掌
金
によ
る
も
の
一〇
名
とな
つて

い
る
、
父兄
の
補
助
を得
ず
、
アル
バ

イ
ト
の
み
によ
る
も
の二
五
名
(一
●

八
%
と
な
つて
い
るま

◇
読
啓
傾
向
錘

部を
湧
じ
て
、外

闊
交
掌
糟が
蝕
も
多
く四
六
%
、
つい

で
日
本
交掌
、
哲
学
の順
、
嫌
誌で
は

人
間
が
ト
,ブ
で
=
一九
名
、
世騨
一

二四
名
、科
学
、
展
盟
リー
ダ
ース
・

ダイ
ジ
ェ
スト
、
碑
襲
の順
で
、気
学

鍛
で
は
依然
歯
田
畿多
郎
博
士
が多
く

日本
交掌
に
し
て
も漱
石
、
寅
薩が
庄

繭
的
、
風
知
趙
な
ど
もあ
げ
られ
て

いる

漸
衣
ジ

ユ
ニ
ア
・カ

レ
ツ
ヂ

へ

丈
部
省

方
針
を
発
表

これ
ま
で
の旧
制
琳
門学
校
の
うち
、

聚年
か
ら
全
観
的
に
新
制大
掌
にな

れぬ
も
の
がか
な
り
あ
る兜
込
み
なの

で交
部
省
では
新
制
大掌
に
昇
格
不司

能
の洛
校
に
対し
=
十
一年
段
ま
では

旧制
脚
門
掌校
と
し
て
生徒
勢
輪
して

よ
く、
た
㌘
し修
蘂
毎限
は
原
則
とし

て
二年
に
卿
縮ず
る
、と
の
方
針
を
立

て
二十
二
『
官立
再
門掌
校
校
投
会議

に
掬
ホし
近
く文
部
省令
を
出
ず
こと

に
決
めた

繍冒冒曾…
◎昌雷=,…
▲隅昌冒▼9望▼血嗣胃7・…
`

赤
学
生
を
追
放
す
る

日
大
予科
で
は次
官
通
牒
に

匝幕津按
内
に
おけ
る
共
醗党

の
ソ
ラク
活
動禁
止
准
決
定

し
定が
、
こ
れに
反
抗
す
る

交
料
二年
角
田君
ら
一贋は

掌
校
内は
じ
め各
所
に
ア
ジ

ビ
8"斎
彊
り
、侠
然
た
る反
藩

霞
を

衷
明
、
}方
全
学
掌
生臼
治
会
は
二十

四
日
学
中大
会
を
開
き、
こ
の
告示
の

撤
回
を
馳
求し
た
が
、掌
校
は
これ
を

一蹴
し
7
十六
日
文科
三
年
菅
谷
奪吉

鷺
ら
十
名
を退
学
処分
に
附
し
た

これ
は
交部
省
の
新
制
二年
制
大学

案
(ジ
ュ
ニア
・カ
レツ
ヂ
案
)
に

代
る
臨
時
措閥
で
文
部省
と
し
ては

なる
ぺ
く
早く
こ
れ
らも
ジ
ュニ
ア

・カ
レ
ソ
ヂに
切
り
替え
掌
校
制匿

から
旧
制
を
一掃
ず
る考
え
で
公私

立陽
門
掌
校も
こ
れ
にな
ら
わ
せ
る

諺
鯵
譲

+
「星
手

七日
東
都
雅

臼校
で
闘
か

れた
庖
機
硬

破私
掌
厳
帽

大会
、
括
溌な
楽
設
は
陰と
ん
ど
立

命鯉
学
佳
のみ
、
迷
醗
風発
、
政
麟

演読
q
調
で
や
」も
ずれ
は
粕
象
に

流れ
「璽
東裁
判
の
判決
を見
よ
」

「か
の
昭電
疑
鍬
に
お
いて
は
…
」

と磁
わ
ぬ方
面
に
飛
戴し
、「郷
士麗

中
農
屠」
の
名
議長
、
奈
良取
辰
也

教
授
を悩
ま
せ
たが
、
経
済的
幕
盤

か
ら
官掌
忍
掌
の差
異
が
諭じ
ら
れ

て
い
ると
き
、債
然
壇
上
に立
つ
た

某
大
生悲
鱈
順
慨し
て
い
わく

「し
かし
f
鮮君
ー

か
のカ
ン
ト

の
哲
学に
お
いて
、
果
して
官
掌
と

私
学
の差
別
が
存し
た
で
あり
凍
し

よ
う
か」
と
…
…

σ
o

京
の
年中
行
轟

の
一つ
に数
え

ら
れ
る碧
笹

が
、
始
巌つ
た

幾
多
の名
優
が

,

、

饅 狩 鈴 内 宮 今 木辺 野 木 鹸 川 井 村

蓬 騒 羅 甥 悪 些 講

読 陶 中 六 べ 激
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テ
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怖
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 青
年醜の
「共蓉
離
指
罫
蝦美
揺

籔
雛

鱗
蹴
蒲
羅
場
鍵
艦雛

「
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東稟 メ
洋菱
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性
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死
ん
で
終
つて
、
今年
は
上
万
役番
も

加
わ
ら
ぬ
こと
に
は闘
行
出
坐ぬ
と
い

う
わ
け
では
ま
さ
か
ある
ま
いが
、
あ

ま
り
パ
ッ
とも
せ
ぬ番
附
で
あ
る、
し

か
し
公
竃醗
劇
料
金
、通
し
なら
ば
七

百
六
十
円
と醤
う
が
、ケ
チ
ン
ポの
京

都
人
も
鎖見
世
な
ろ
が故
に
驚か
ず
▼

親
類
縁
毒絹
鰹
い
圏免
世
衣
裳見
世
に

舞居
茨
屋
に駆
け
つ
ける
と
いう
も
の

衷だ
く
松
竹
さ
ん
も歎
舞
債
の褻
磯

をか
こ
つ
は早
い
▼
とこ
ろ
で
コ一陪

のお
客
を
大事
に
し
ろ」
と
小山
内
匿

が琶
つ
た
かど
う
かは
知
ら
ぬ
が、
こ

と欧
舞
伎
劇
にお
い
て現
在
も
この
欝

跳が
あ
た
るよ
う
で
はあ
哀
り
冨は
し
膚

いこ
と
で
はな
さ
そう
だ
▼
「交化
」

と霧

情
の密
接な
椙
関
性
は何
人

 も否
定
出
鰹
るも
の
では
な
い
だけ
に

歌舞
伎
舞
台
その
も
のも
青
年諸
滑に

は沓
足
し
て貰
い
た
く
、興
味
は
あく

漢で
そ
れ
へ
の萌
捷
で
あつ
て
欲
しい

▼
所誰
敵
騨伎
も
滅
び
行く
日
本
文化

の
}つ
か
も
知れ
な
い
、窄樂
も
これ

と
陶じ
、
し
かし
蒐
都
人の
圏
児
悦
薫

居
に対
す
る
支持
は
と
もか
く
、
減ぴ

一

行
く古
き
物
に向
つ
て
悲鰯
詠
唖.ず
る

前
に胃
年
の
力は
そ
れ
に代
る
新
し
き

も
の
の胎
動
を
幽ぶ
方
向
に匙
庚
ねば

な
ら
ぬ、
そ
の
芽生
え
左
衛.てね
は
な

ら
ぬ
、こ
」
に
「日本
交
化
を誕
る
」

本
とろ
の
慧
味
は
あり
は
しな
い
だ
ろ

う
か
▼し
か
も
問題
は
こ
L
漢で
進
む

必
嬰
もな
く
、
顔見
世
闇
行
が年
中
行

爾
に
な
つて
い
る
東都
附
生
活が
案
外

日本
人
の比
活
の
興型
で
あ
るか
も
知

れ
ぬ
と
いう
反
省
だけ
で
よ
い
▼は
た

し
て
生藷
嬬
悩
と
交化
の
相
関性
も
東

都
で
、
激た
今
日
の
日本
で
どれ
だ
け

の
葛
職を持
つ
だ
ろう
か
。鎌
賀
峡
コ

の
第
を
氏た
な
ぐ
とも
大
作
「溜
水
縢

風
鑑
」に
代
る
.,西
陣融
風
景
」が
と
ん

だ
所
から
出
て
架そ
う
な
予感
も
霞
れ

ろ
の
であ
る

肚

告

去
る
+
一月
廿
ぞ
日、
廿
八
hの
二
回
にわ
之
っ
て本
敵
に
騨盗
が
陽
ス

し
、細
嵜
の
破
慌
を駿
け
虫し
た
が
、そ
の
際
固人
鞘
邊
簿
およ
ひ
敵
則

{

も
益
まれ
ま
し
た
、こ
れ
に
,い
ては
人
並
家
二は
本
枇
nの
名
」
な
も

つ
て
、ス
正
行
爲
なな
ず窃
陣か
あ
リ衷
ず
ので
、
本
敵
血は
必
ず身
姪

コ

匿
朋講
を
携
行
して
お
り
豪ず
か
ら醤

十
勃
御卜
融
下
さい

三

棄
蕪

緕

に変

が舞

."ずの
罫

畿

つい
ては
、
別
に
三

一
蹴
あ
り
豪
ぜ
み
か
ら
伺
冗
心
ト
さ
い
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交
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B
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ビ

タ
ミ
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的
蜜
崖

談
⑰
㎎鋸
蹄
顯
綾
濃

う
と
獣
みた
も
の

今
後
新
た
に
米
國
史
に

入
ら
れ
ん
ε
す
る
学
生

諸
窟
、
或
い
は
米
國
研

究
の
参
考
巳
し
て
そ
の

歴
史
を
概
観
さ
れ
よ
う

¢」す
る
人
達
の
た
め
に

鈴
木
愼
次
郎
蓄

蟻
痔
士

A
5
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労
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ネ
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ギ
i
原
則

羅聾醐 腎
誠交堂薪光肚

 

7

金子

釈
蔵著

暇
}六
〇
円

実

存

哲

学

脳
鎌
蓮
天
訳

比
μ
人
間
悟
性
の
研
究
彿

宰
尾蟹

久
茜

農

政

史

シ
ユ
ミ
ツ
ト

大野

讐

訳

難繊

讃
刊出灘

研 禦L
詣1

究 呂

黎

会
各25円o言45FI∋)

覧 思 想 第3号

(2覧){費80円 ●題こ5`q

瞬 ・エ リウゲ ナの払 学(耶9世
...)
日本徽 負近 代化に 一瓠 、て(功乏え;!言
.ソ 」rビアン1、、 、r混

武 蔽 ・近代 ヒユ ーマニ ズム と倫 翠

彰 考 書 院
`'マ京 ・・兵代 コ 。神 田勢区 内
聯i吟 下 ●鰻 蔚 京 唖155

難
礁
蘇

腋
覧
oo
閣
笠
〕°へ

箪
飯

吹三
≧

 
完
蹴

罐

物
論
全
書
騰
蟹
蝋鷺

物

籍
正
二
生
産
技
術
史

巡
談

工
作
機
械の

「
∵通
じ
て
の覆
勧
本
質
..置

熱

纂

文

化

論

巡

つ
爾

革
命
究践
に
閉
して
展
醐
ぜ
る民
産
雀縦
交
化
論

民
族
学
の
歴
史
と方
法

伊 藤 書 店
「磐舜で;,3概臼'∫・'1訴∬1『=.

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

照
門
賢
避訓

美
を
愛
す
ろ
者
の

永
き
座
右
に

麟駐チ蔓鰹
蔓チ翌'1}:1'1のヱ

償頓、款け,k容羅 籍 口

購 ・ぎ;:と

藁 繧謬 不
四項 口r知 δ○定
職マ 代円 九偲
・ 穏

筑摩選書
四㌶齪

治 ヴ醗
正 ヴ,三イ
窮'ア良5ツ

蓼塀
研 ぐ5究 し の

内人 言イロヰ り

擢 生 蓑

闇六
Ω

門

一四
〇
円

天
0
円

「
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新

し

き

知

性

を

↓
辺
代
科
学
の
超
克
ヘー

(
一)

「知
監
盛
翻
」と
い
えぱ
今
日
で
は古

風
な魯
蒙
圭
義の
時
代
の誓
享
書
の間コ

彊
とし
て
か
顧ら
れ
な
いか
も
し
れな

い
然し
い
か
なる
時
代
の醤
掌
も
何ら

か
の仕
方
で
知庄
藁
讐
を響
え
な
いも

の
はな
い
。
むし
ろ
曽掌
そ
の
も
のの

塞
來
的な
問
題
であ
る
と
すら
魯
い碍

る
で
あろ
う
。今
目
の
輿存
の
哲
掌
も

多
分
に知
性
改醤
饒
の
性
格を
も
つて

い
る
。闇
題
はた
野
そ
の
知性
の
愈
味

と
改
着の
方
陶
と汚
法
と
匿あ
る
。
趨

適
、
哲掌
更
の上
で
は
、
啓蒙
室
義
番

の
騒
えた
知
柱
はそ
れ
以後
の
ド
イ
ツ

覗
念
鶴
によ
つ
て粥
譲
省れ
、
深
幅
さ

れ
た
と解
鑓
れ
てい
る
。し
か
し
慧掌

史
の
上で
は
曇

れ
た笛
の
こ
の知

件
は
現冥
の
謄
箆に
お
い
ては
決
して

克
服
され
ず
、
今
日も
な
お存
碗
して

い
る
のみ
な
ら
ずむ
し
ろ
ます
く

勢

力
を
増進
し
つ
」あ
る
。否
現
代
は新

ら
し
き啓
蒙
室
義の
時
代で
あ
る
と
ず

ら
需
え
るで
あ
らう
。
之
は十
七
世紀

似
楽
の啓
蒙
粛
義の
持
続
であ
り
、
延

畏
で
あ
る。
瑚
的に
嘗
つ
て
二十
世紀

に
お
いて
始
め
て翼
に
啓
醸
室義
が
巽

現
さ
れた
o
も
しく
は
輿
現
の罐
に
就

い
た
と
尉え
る
び
屯義
や
傾向
は
常
に

対
立
晒
性格
の
も
ので
あ
つて
、
起
伏

は
あ
つて
も
繭
し
てい
た
わ
けで
は
な

い
。

(=
)

今
日
の現
輿
の
世罧
に
お
いて
そ
の

廻
手
擢
をも
つ
てい
る
もの
は
、
飲

す
る
と否
と
に
か
」わ
ら
ず、
ま
た

そ
れ
が藷
展
の
瀧昧
を
も
つか
否
か

に
か
、わ
ら
ず
、新
ら
し
き
ロシ
ア

と
ア
メ
リカ
と
であ
る
こ
とは
、
激

耀
せ
ざ
るを
褐
ぬ裏
興
で
あろ
う
●

興
際
上
、今
日
およ
び
明
日の
世
界

奥
の
動向
や
窪
格に
対
し
て決
定
的

な
力
を
もつ
も
のは
そ
の岡
國
で
あ

の

る
こ
とは
否
湿
し難
い
で
あろ
う
。

と
こ
ろで
こ
の聞
國
の
「廻
圃
の
岡

酔
一や発
展
の
患想
的
貨題
はい
ず

れ
も
純郭
に
、
あ
るい
は端
的
に
啓

蒙
主
縞で
あ
る
o自
己
を
は
つき
り

と
甲
世か
ら
断紹
し
て
「近
代
」
を

意
識
した
番
は
啓製
墨
義
であ
る
。

こ
れ
らの
悶
國
の指
導
的
原理
に
は

甲
世
紀
的傅
統
はほ
と
ん
ど影
を
留

めず
、竃
ら
純
繍な
近
代
的雨
棘
が

蟹
配
的
であ
る
。
こ
」で
は西
欧
に

お
い
ては
ま
だ
理念
で
あ
つた
啓
蒙

叢贋
が
輿現
さ
れた
。
ア
メ
リカ
は

大
注
を
距て
」旧
大陛
の
粥
統か
ら

儘
断
さ
れ
、そ
の
土地
自
身
はほ
と

んど
完
至
に交
化
的に
は
容
耀な
窒

間で
あ
つた
ゆ
え
に
、端
的
に
、愚

慨
な
く
、抵
抗
な
く
、近
代
牛義
を

盈行
す
る
こと
が
出粛
た
。
新
ロシ

アに
お
い
て豊
原
珂的
に
は
ほ
聖同

一で
あ
る
。
これ
を阻
む
に
足
る阿

度の
旧
交
化も
醐
力な
知
臓
鰐
の組

霞
も
な
く
、
喝般
に
繁朴
で
あ
つた

上に
、
これ
を
噸
行ず
る
に
比
類な

き弱
職に
して
微
底
的な
カ
シ
ヤク

な8
鉄
の
ごと
6
政治
的
、
権
力的

慧
志
を
も
つた
指灘
看
を
も
つ
てし

たか
ら
で
あ
るo
互
に性
格
を
胤
に

し
な
がら
近
代
的合
哩
中
鶴
を指
導

下

村

寅

太

郎

原
理
と
す
る点
に
お
いて
は
簡宿
が

何
れ
も
共
逼で
あ
る
。傅
統
や歴
史

と
臨
接
に
結び
つい
てい
る
特建
の

「民
族」を
必ず
し
も
曜接
の
園
駅形

成
の
地
盤と
ぜ
ず
、
その
童
味
にお

いて
民
族
を越
え
た
世
塀市
罠性
を

讐蓬
に
し
てい
る
.

(署)

もち
胎
、
ア
メ
リカ
に
おい
て
も新
ロ

シ
アに
お
い
ても
、
そ
の中
心
とな
つ

て
いる
も
の
は事
輿
上
、特
麗
の麺
族

蕊雛

慰
計籠
麗

一つて
い
ず
、
その
圃蒙
の性
絡
を決
定

す
るも
の
では
な
い
唱
血」
で
はな
ピ、

「瑠含
」
が
原理
で
あ
る。
こ
のこ
と

自体
極
わ
め
て啓
蒙
峯
鶴的
で
はな
い

か
oし
か
も
それ
が
すで
に
照
なる
理

愈で
な
く
象
実
にな
つて
い
る
ので
あ

る
。そ
の
國
家の
威
鹸は
あ
る
民旋
の

國
民で
は
な
く、
世
界人
で
あ
り
、世

界
市民
で
あり
、喘
的
に醤
う
なら

は
、眞
に
「個人
」
で
ある
。
團
民の

形威
ず
る
國
蒙で
な
く
、個
人
の形
威

ず
る世
界
砒
会
であ
る
。原
閣
的
には

土
地
や歴
史
や
血
によ
る
自然
的
統
一

　

住
を
もつ
た
肚
会で
な
く
、ζ
れ
らか

ら
独
立な
る
個
人の
自
発
飽な
再
結合

と
し
ての
砒
会
で
ある
こ
と
をそ
の理

念
とじ
て
い
る
。か
」る
耐会
國
家
は

原
理
的
には
腿
史
的簿
統
を
越え
た
新

形
哉
で
あり
、
翼
に個
人
の
独立
を
予

想
し
、
その
窟
味
にお
い
て
人
工的
人

爲
的
に
醗翫
さ
れ
た合
理
的
樗
成の
所

薩
で
あ
る
o
これ
は
近
世
の
初
頭
以

楽
、
近
世的
患
想
讃
によ
つ
て考
案
さ

れ
た
思
想で
あ
る
。
十八
世
紀
にお
い

て
は
聴
りと
希
望
で
あつ
た
o思
想
慶

的
に
は
十九
世
紀
の浪
璽
牢
義は
反
動

朗
で
あ
る。
寓
輿
上
、環
代
の世
募
的

鯛
況
は
この
啓
環
芋
義の
後
継者
が
曳

配
し
て
いる
。(四
)

珊代
に
お
い
て
姐
めて
世
界は
濁

輿
的
にβ
5[く㊦「も【蔭ヨ
と
な
つ
たo

女一つ拭を足作ソカビ

物理
的
に
も心
理
的
にも
続
}的
躍

一的
な
「世
界
」が
形成
さ
れ
つ
」
あ

るo
特
殊
な自
然
困灘
塊
と
団■接
に

結
ぴ
つ
き特
蘇
な
歴
史晒
偲
耽
によ

つて
自
然
的に
統
}性
を
も
つた
一

是
の
民
族
をチ
体
とし
た
國聚
は
現

冥困
に
そ
の続
一性
を失
い
つ
」あ

り
解
体
し
つ
」あ
る。
こ
れ
は躍
に

政
治
的
講翼
で
あ
るだ
け
で
はな
く

塑
埋的
颪喫
で
も
ある
。
む
し
ろこ

の
政
治
飽南
冥
を
可能
な
ら
し
め、

よ
っ
て
も
つて
近
悦の
祉
会
と入
間

の
環
塊
を甲
世
の
それ
か
ら
載然
と

区
別
せ
し
めた
物理
鮒
動
因は
、
新

ら
し
き
スケ
ー
ル
の動
力
を
利用
し

駆
硬
し
砲る
方
法
の携
握
に
ある
。

近
世
以
前に
お
い
ては
人
聞
な
いし

動
物
の
筋力
で
し
かな
か
つ
た。
近

世
に
お
いて
こ
れ
は蒸
簸
や
昭無
の

エネ
ル
ギー
に
変
換さ
れ
た
。

そ
こ
で最
も
懲
要
な問
圖
は
われ
わ

れ
が
操
作し
う
る
動力
の
ス
ケ
ール

の
質
的
な飛
協
飽
増大
に
あ
る
。今

,繭一一一口O
一"騨一一ロ一〇一〇一一幽鱒●畠輌
夢葡
一一●●●●一●

肇

剛
、
リ
カ
ソ
は
、
ピ
カ
ソ
が
バ
リ

に
い
る
と

い
う
だ

け
で
、

ス
ペ

イ
ン
の
フ
ラ
ン
コ
政

濯
に
対
す
る

る
立
巌
な

爪
唇
任
と
な
つ
て
い
る

一
、
ピ
カ
ソ
は
現
代

の
最
も
多
作

で
、
そ
の
う
え
予
噺
ず
る
こ
と
の

出
繁
な
い
こ
の
齢

疑
は
、
咲
た

檬

武
を
か
え
た

一、
ビ
カ
ソ
は
今
恋
愛
中

「チ
ヤ
ー
ル
ス

・
シ
ー
・
ヴ
エ
ル

テ
ン
ベ
ー
カ
ー
」

楽

一一一一
一一
一一一〇一,■冒8嘩一一一一一
一一一,胸一一一一一口嚇一

日ま
さ
にそ
の
緬
に就
か
ん
ζずる

原
子
力
の交
配
は
、近
代
の
祉会
の

儒
通
や
人閥
の
環
塊
を再
ぴ
さら
に

指
か
に大
な
る
規
横に
お
い
て饗
嘩

せ
し
ω
るご
あ
ろう
。

(五
)

第
「次の
変
革
によ
つ
て
人閥
は
自

然
か
らの
独
宣
性
を
簡度
に曜
立
し

た
。
現代
の
節
二次
の
変
革は
こ
の

面
に
お
いて
も
飛躍
的
に
なる
で
あ

ろ
う
。自
然
か
ら
の独
立
は
目然
に

よ
る
制
約
を
う
け
な
い
こと
こ
あ

り
、
その
慧
味
に
おい
て
自然
が
人

聞
に
とつ
て
一線化
さ
れ
箸質
化
さ

れ
て
硬る
こ
と
で
ある
。
自然
の
も

つ
地方
的
特
殊
性
が稀
溝
にな
り
、

自
然
は嗣
に
独
制
にな
り
薬
材に
な

る
こ
とe
あ
る
。
それ
に
よ
つて
自

然
は
[標
化
等
質
化さ
れ
、
世界
は

距
一飽紋
一的
晶四界
にな
り
つ
」あ

る
。
小
規
樽
の場
合
で
暫え
ば
、
例え
は

わ
れ
く
の
磁日
本
を牛
年
間風
尉

の
轡
に埋
漂
せ
し
めた
懸
象的
限
因

も
曝
ナ
カの
操
作
によ
つ
て変
改
せ

し
め
絹
られ
、
それ
に
よ
つて
日
本

の
表
と
郷の
区
別
を採
殺
し潟
る
底

の
こ
薩
た
"
時
閲の
閥
謂で
あ
ろ

う
。
こ
の穐
の
、よ
り
大
な
勾規
横

の
も
の
か
【世
界
」
を変
ψ
ぜし
め

世
界
の
地方
飽
性
格を
販
醐
せし
め

構
る
司
能
性か
照
魏せ
ら
れ
る。
か

く
し
て
一檬
牡
だ
れた
世擢

おい

て
あ
る
人
闇は
断
存飽
存
在
たる
歴

慶
や風
十
から
独
立し
褐
る
典
に樋

人
と
な
る
でも
ろ
う
。

(六)

か
」る
世界
の
変革
、あ
る
いは
む

し
ろ新
ら
し
き世
騨
の新
形
威
は
自然

的
生成
に
よ
るも
の
でな
く
、
翼
ら近

一世的
知
性
の所
冴
で
ある
。
近
世の
知

τ
を
あ

選

お
いて
謬
せ
ね
は

な
畠

。

そ
れ
哉
問
題
は
寵
ら
か
」
る
「世

界
」
を
鷲
し
翼
欝す
る
に
足る
知
往

の
ス
ケ
ー
ルに
あ
る。
こ
の新
世
界
は

近
悦
圏
知性
そ
の
もの
の
所
塵で
あ
り

な
か
ら
、近
世
的
知性
は
自ピ
の
生
ん

だ
も
の
に対
し
て受
動
困
であ
り
、
こ

れ
に
圧迫
さ
れ
て
いる
oそれ
叡
現
代

の
響
肇
の
藻

、
われ
あ

[

知
性
をし
て
自
8の
特
産
に対
し
て
あ

表

で
圭醸

に
これ
を
自窪

匙

す
る
に
足る
ス
ケ
ール
を
幾爵
せ
し
の

る
～
で
ある
。
これ
を
鼠
に
エ
〆ジ
ニ

ァ
ー
の
窪
毅
に
萎す
る
こ
とな
く
、

高
鴻
な
知
蝋の
指
導下
に
圃
かし
め
る

こと
ご
あ
る。
し
かし
現
実
に
おい
て

は
わ
れ
く
の
知
性は
豪
だ
耗だ
し
く

叩世
鮒
な
四
飽な
私
的な
性
格
を睨
却

し鴨
て
い
な
ハの
で
はな
い
か
。

一

(鐘唇
は
巣京
交
理
大
敬擁
)

農
村
民
主
化
を
阻
む
も
の

家
族
制
の
経
済
構
造
分
析

本

岡

武

上
下
的関
簾
が
甲心
と
な
る封
溜
鮒
秩

序
を
その
理
憩
型と
ず
る
と
こう
の
も

の
で
ある
。

と
こ
ろが
第
一次
世
界
職畢
を
契
機

と
す
る近
代
亟
鮪の
飛
剛
的発
震
に
っ

れ
て
、都
市
に
お
いて
は
、
この
封
罎

的
、
ゲ
マイ
ン
シ
ャフ
ト
リ
ッ
ヒな
囲

系
家
族か
ら
近
代飽
、
ゲ
ゼ
ルシ
ャ
フ

ト
リ
ジ
ヒな
天
嫡尿
族
へ
の盟
的
発
展

が
次
編
に形
成
され
制
度
的束
縛
や
反

動
飽
抑圧
に
か
か
わら
ず
、
この
近
代

化
が
必
然的
に
描
糖帽さ
れ
て
きた
が
、

さ
ら
に
絶職
磯
の
副崩
的
な
制匿
四
解

該
と
民
圭化
の
要
講
に拍
車
ず
けら
れ

て
、
い
ま
や加
速
度
的に
展
開
され
つ

つあ
る
輿状
に
あ
る
9

だ
が
、農
村
に
お
いて
は
さ
よう
な

発
展
が
見ら
れ
な
いど
こ
ろ
か
、職

後
は
かえ
つて
、職
災
看
・離願
喬

復
樋
番
●引
揚
宿
笥か
ら
な
る農
村

への
逆
硫人
口
を
受け
入
れ
て
、こ

こ
に
且
果隈
族
か
ら同
族
家
族
への

一(
開)
最近
、
数
多く
の
砒会
圭
養
計

,画
経
済
を餉
じ
た
禮
作
が
公
判
さ
れ

た
。
し
かし
、
そ
のほ
と
ん
どは
、
肚

一余キ
義
計
画繕
済
と
いう
欝
壌
を便
つ

一て
は
い
る
か、
本
当の
紅
会
ぎ
義計
画

房

い
て
舞

も
のは
少
い
。ま
ず

　一過
翻
と関
係
の
な
い、
解
な
る机
上
の

一プ
ラ
ン
、数
字
の
累列
を
い
うの
で
は

一な
い
。
計画
の
冥
際的
鍵
行
の結
果
と

にら
み
あわ
ぜ
な
がら
、
各
部門
、
各

地
区
別
、そ
の
他罰
面
違
行
勘限
の
修

正
を
輿
聴し
か
つ経
演
活
勤が
い
か
に

迦
行
の
傾
同さ
え
紹
めろ
れ
る
ので

ある
。
も
ちろ
ん
都
ムーにお
い
ても

佐
毛難
の
た
め同
居
蕎が
碗
く
ぺく

購
加
し
て
いる
が
、
その
場
合
、た

と
え
わ
が
兄弟
で
あ
つて
も
あく
豪

で経
済
的
には
他
人と
し
て
の
同居

楯で
あ
る
のに
対
し
て、
農
村
に
お

いて
は
経
済的
に
も
身内
と
し
て同

屠青
で
あ
ると
こ
ろ
に本
質
的
な相

熟点
が
あ
るの
で
あ
る
。

それ
で
は
、隙
時
な
おか
っ
農村
に

お
いて
こ
の封
建
飽
"家
長
的
家族

簡
が
根
彊
く続
い
て
い
るの
は
何故

で
あろ
う
か
。こ
れ
に
つい
て
は種

々
な側
面
から
解
明
され
る
か
もし

れな
い
が
蕪
本的
な
軽済
構
疸
の
睨

点
から
と
り
あけ
る
とぎ
、
ま
さ
し

く
この
農
村
家族
制
は小
霞
経
済
の

基
礎の
上
に
形成
さ
れ
て
いる
の
に

ほ
かな
ら
な
い
ので
あ
る
。ず
な
わ

ち
、わ
が
嗣
の農
家
樒
済
にお
い
て

は
、本
盟
的
に
経営
と
家
計と
が
分

離
せ
ず、
経
賞
は家
族
成
員全
俸
が

参
加
ず
る自
家
労俺
鰹
済
とし
て
、

し
か
も
この
成
配
の望

の労
働
働

甲
を
必興
と
ず
る
アジ
ア
的
モ
ンス

ー
ン
農
藁の
労
動
堀約
飽
小
規横
零

一踊
一に
、計
函
縦
済
とい
う
こ
とが
正

しく
理
解
され
て
い
ない
。
と
いら
の

は
討
画
凝
済と
は
蹴
に紙
上
の
プ
ラン

とし
て
し
か理
剛
さ
れて
い
な
いの
で

ある
。
砒
会
下義
ζ
は費
本
キ
擾就
会

より
は
高
度の
経
績
砒会
砺
灰
俸で
あ

る。
だ
か
ら祉
会
ヰ
義騒
済
を
謙ず
る

湯合
、
費
本
穿義
戯
会
にお
け
る
礒済

一と同
次
限
的
に、
準
面個
に
比
較し
て

一論じ
ろ
と
いう
こ
とは
誤
り
で
ある
。

耐会
主
義
幡薩
を
み
る崩
ハn、
賢本
峯

義耐
会
に
おけ
る
よ
うな
態
繭
、分
配

など
の
見
期か
ら
み
るこ
と
は
、お
よ

そ
ナ
ン
セ
ンス
な
こ
とで
あ
る。

翫
距
と
いう
こ
と
は
、そ
の計
匝
塗
行

敢会
掌
上
、寂
族
は
=
つの
型
に
わ

か
れ
るo
第
一は
家
長
的家
族
い
わ
ゆ

る
大駁
族
で
あ
り、
廓
=は
夫
婦
象
族

い
わゆ
る
小
躍
族で
あ
る
。こ
の
二
っ

の
型
の本
質
飽な
区
別
は
その
蝿
数
の

大
小
に
ある
の
では
な
く
て、
小
家
族

は
原
則と
し
て
天嬬
と
そ
の子
女
か
ら

な
り
、天
嬬
の
結合
を
そ
の特
陛
と
ず

る
の
に
対し
、
大家
族
は
戸圭
の
世
代

的
関
係
をそ
の
特監
と
し
、尿
族
の
永

久
の
存続
を
は
か
るた
必
に
題長
の
強

力
な
縫
制ず
な
わ
ち療
長
槻が
必
要
と

さ
れ
確
立さ
れ
て
いる
。
こ
の穴
蹴
族

は
さ
ら
に、
継
嗣た
る
べ
き
もの
以
外

の
子
友は
分
家
ま
たは
婚
嫁
して
蹴
る

腸
合
と
、
出ず
に
その
生
蒙
にと
ど
ま

る
協
合
と
にわ
け
られ
、
前者
は
阻
系

家
族
、
後書
は
同
族躍
族
と
云わ
れ
る

わ
が
國
に
おけ
る
一般
的
な
もの
は
、

明
ら
か
に同
族
豪
族と
夫
蝿
家族
と
の

云
わ
ぱ
甲間
型
で
あ
る鷹
系
家族
で
あ

つて
、
家
長飽
躍
族
の
}類
型で
あ
り

行
わ
れて
い
δ
か
を暑

に
警

レな
墓

腰

、貨

の当
該
箋
護

の
燥

籠
の
;
で
あ
る
。
黎
藝

贈
計
画は
肚
会
ま
編的
國
民
罎済
の
各
}

た
め
に
轟
的
必
然飽
な
も
ので
あ
る

け
れ
は
なら
な
い
。
ζの
よ
う
に計
i

が
塗
行
、槍
萱
こ結び
つ
か
な
けれ
は
癩
=
に
、経
済
法
副は
、
各
髪

規象

騒濱
飽
隔鯨
購
の
本唾
的
特
徽
の
一っ

計
団
化
と
い
う
こと
は
一片
の
紙
に
の
本
盟
を表
規
し
て
おり
、
内
舶な
粥

であ
る
。

す
ぎ
ず
、
察慮
な
も
ので
あ
る
。嬰
す
固
な
開
搬
、相
蒼
依伴
住
、
肚会
的
生

群画
1
ー
これ
は
計螢
圭
義
の
発展
の

る
に、
いわ
ゆ
る
プ
ラ
ンを
た
て、
そ
毫
関
係
の
特有
の
嶺
該組
級
を衷
現
し

フ
ァク
タ
ーと
し
て
あら
わ
れ
ると
こ

のプ
ラ
ン
を鍵
行
し
、そ
れ
が
いか
に
て
い
る
。

ろの
猛
済発
展
の
法則
の
力
を
も
つ。

行わ
れ
て
いる
か
を
搬食
し
、
当初
の

肚
会
キ編
贈
翫
噂
は、
肚
会
主義
の

とい
う
のは
、
計
画
は肚
会
チ
磯砒
会

プ
ラン
を
実現
し
な
けれ
は
、
それ
を
経
済
法
同
の力
を
も
」と
い
う
のは
、

の合
法
性
を表
現
して
い
る
肚
会子
義

籍
鑛
灘
糞
號
齢
響
驕
襲
嬬雛
鞭
婆
謂
難
黙
犠
葬

灘
繕

欝
雛

と

大部
分
が
鋳中
さ
れで
いる
す
べて
の
で
あ
ると
い
う
こと
を
吊知
し
て
い

して
あ
ら
われ
る
。
ζ
れは
歓
会
キ磯

　　おは　あぬ　ゆをむホするこ

おま

　　をもつているり

騰

饗

黙

魏

撫

蝋
懲
謙
籔

蟻

擁

趨
燗纏

は
ソ
ヴ
ィ
コト
岡
盟
の
一一一十
年
の歴
史
れ
が
戯
会
中毅
鮒
欝
法
則
の内
窮
の
[民
を
聴
き、
各
人
の
イ
ニシ
ア
チ
ープ

が
旺
習
て
い
る
・

す
べ
て
では
な
い
・

皿を刺
撃

るの
で
あ
る。

寒
難

羅
難

の野
翫
鰹
蝋鍵

㌍
響
蝕
難

観

は
何
であ
る
か
。
それ
は
第
一に・
経
り
、
こ
れら
の
閥
係
のも
つ
と
も具
体
皿瓜
を褻
現
して
い
る
と
ころ
の
計画
は

灘
耀

肚
会
主
義
計
画
経
済
論

木

原

正

堆

一定の
経
済
現象
の
難

力は
一意
蝕
鮒に
翼
現さ
れ
る
。

皿杜
会室
義
的
拡大
再
生
繭は
、
工
禦と

颪
褻
生
西
手段
の
妻

懸
裂

の
生断
、
生断
と
帳
途
の鼎鐘
圏、
冨覆

と
消費
と
の間
の
臓願
囲に
決
驚
され

た均
衡
の
上
に立
つ
て
興瀾
さ
れ
る。

賢
本孟
艦
杜
会
にお
け
る均
衡
冴覆
M、

蟹
本キ
義
困
生西
の
不
均衡
な
翔
動
に

お
ける
閑
な
る
モメ
ン
トで
あ
るが
、

こ
れと
は
反
対
に肚
会
圭義
経
済
の特

徴
は、
融
会
圭義
的
生茜
関
係
に
おけ

る
拡大
再
生
薩は
翼
臓
的
に翼
現せ
ら

り
、生
面
の
均衡
を
肚会
主義
吐会
の

一生霞
力
の
断
えざ
る
か
つ急
速
な発
展

と
結合
ず
る
と
いう
こ
とで
あ
る
。

(四
)
圏
錘

展
の均
衡
を
屋
砒

する
力
と
し
ての
萎

圭黄
的
計
団は

労力
の
鰻
少
の
曳出
、
人間
の
住
質の

も
コと
も
倒
憾
ある
、
選当
な
條件
の

も
と
に
お
い
て
、経
済
発展
を指導
し

う
るの
で
あ
る
。

砒
会
主
義
の
條件
の
も
とで
は
い
経済

的
篭礎
が
戯
治
飽イ
デ
オ
ロギ
ー
的上

部
鰐
造
に
お
よ
ほす
影
響
、お
よ
ぴ
こ

れ
と同
じ
よ
う
に政
治
舶
イギ
デ
ォ
ロ

ー
鮒上
部
鰐
蓮が
経
済
鮒落
礎
に
お
よ

ほす
反
彬
用
の問
題
は
、新
し
い
形
で

提
起さ
れ
な
けれ
ば
な
らな
い
。
と
い

う
のは
、
故治
的
イ
デ
オ
ロギ
ー
的上

部
儲瘡
に
対す
る猛
済
的基
礎
の
役割

に
つい
て
の
史的
唯
物
論の
恨
本
法則

と
いう
も
のは
磁
膿
的
に鰍
嗣
さ
れ
る

か
らで
あ
る
。

杜
会屯
義
醐
縄済
法
則
は、
認
識
さ
れ

た必
然性
とじ
て
あ
ら
われ
、
か
つ
そ

れ
を窟
謡

に利
用
し
、國
穎
の
政簾

を
癌じ
て
実
窺さ
れ
る
と
いう
こ
とは

砒
会圭
鏑
猛
済法
則
の
幽興
な
特
質
で

あ
る。
全政
治
囲
擢
刀を
も
つ
と圓
蕗
に
、生

巨
手段
の
所
萄
霜で
あ
る肚
会
キ
義的

お
け
る鳳
閑
の
騒済
に
及
ほず

襲

な
怪
用
は
新
しい
内
讐
も

つ.した
つ
て
國家
の
政
策は
、
計
固
的

秩
序
に

会
主義
経
済の

い
て
、か
つ
童
臓さ
れ
た
肚

経
済
法副
の
上
に立
つて
、

を
誓
し
、
絹織
ず
る
力

と
し
てあ
ら
わ
れ
る●

(五
)
肚会
圭
義
鮒悩
済
法園
は
、
認

臓
さ
れた
必
燃
性
とし
て
あら
わ
れ
、

タ
キ
ト
ウ
ス

田
中
秀
央
・泉
井
久
之
助
訳

9

融
欝
難
鷺

丸
山

薫
詩
集
十

年

㎎
華
隣
享
∩∩願

矢
本
貞
幹
近
代
イ
ギ
リ
ス叢

騨

A
5判
一九
六
貝
僕
一五Q
円〒
一〇
円

か
つ
モれ
を
竃
臓的
に
利
用
ず着
こ
と

か
ら
、い
わ
ゆ
る敵
会
宇
磯
肚会
に
お

け
る
蟹値
法
則T
ー
砒
会
圭農
計甲会
に

お
い
て
は、
い
まだ
薗
家
的企
藁
に
お

け
る
コ
ルホ
ー
ズ
形態
、
肉
俸労
働
と

裡
飽
労
鵬騨
の
蕩
轟が
完
全
に
解澗
し

て
い
な
いか
ら
、
当然
償
値
法
則は
残

る
(も
ち
ろん
資
本
主磯
肚
会
のそ
れ

と
は
本
質的
に
齪
つて
は
い
るが
)
ー

の
窟
舳的
利
用
と
いら
こ
と
が
閥題
と

な
っ
て
く
るの
で
あ
る
.肚
会
密義
肚

会
に
お
け
る便
偲
法
則の
聞
題
に
つい

ては
、
紙
歎も
限
ら
れて
い
る
ζと
と

て、
ま
た
他日
の
機
会
にゆ
ず
り
齢諭

した
い
。(筆
磁
ぱ京
穴
経
澗攣
部
助
手)
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細
擬
と
し
て展
開
さ
れ、
自
給
自

尾部
面
が
多
分
に残
存
して
威
酷
の

潤
費
飽労
働
が
大き
い
。
これ
ら
一

蓬
の
小農
凝
済
的特
質
は
、家
族
成

顔
の
労勲
肇制
と広
麓
間
の
所襯
配

分の
未
分
化を
も
たら
し
、
こ
こに

撮
飯
的
支配
を
添
可欠
な
娑
素た
ら

し
める
、か
よ
う
に
騒済
基
盤
とし

ての
小
護
経濱
制
が
家長
的
家族
制

を形
威
せ
し
めた
と
理解
さ
れ
るの

でも
る
。

た
とえ
は
手近
い
例
を
とろ
う
。か

か
る家
長
的
爽族
制
に
お
ける
蝕
大
の

鴛
建
鮒犠
粧
が
、農
巽
の
津婦
に
あ
る

ζ
五われ
ζ
い
るか
、
ま
こと
に
彼
女

ら
は
、炊
疏
滋
樋育
見
敢
肉等
、
藝
と

し
て
の仕
象
の
ほか
に
、
普幽
は
騒営

キ
で
ある
夫
以
上に
農
榮労
働
に
從
串

ず
る
o過
日
も
農藁
経
営
青の
座
談
会

の
席
上、
す
ぐ
れて
生
顧力
の
腐
い
騒

営
を
も
つ轟コ璽
番
が、
「わか7
、
.、、

色
々
な用
事
が
あ
るか
ら
一年
一.

.

し
か
ゆ
かな
い
がへ
ゑ
　
は
　ロ
セ
　

灘
叢

な
い
ので
は
な
いか
。
問
馳は
、
か
か

る
余
り
にも
苛
酷
な労
働
なく
し
て
は

騒
営
が成
立
し
な
いと
云
う
日本
農
榮

め
特
質
に
ある
の
であ
り
、
また
こ
こ

に
家
族
制
にお
け
る封
期
飽性
格
の
鍵

が
ひ
そ
ん
でい
る
ので
あ
る
。

だ
か
ら
こそ
、農
村
民
主化
を
ね

ら
う
農
地制
度
が
改革
さ
れな
が
ら

も
、
農
村
その
も
のの
民
圭
化は
容

易
に
曲農
しな
い
ので
あ
る
。し
た

が
つて
、
農籾
に
お
ける
家
長
的譲

族制
の
將
蝦は
、
鵡
本的
r
は
この

小趣
制
の
將
姫
に結
び
、
く。
ず
な

わ
ち
、家
族
制
が醜
壌
す
る
やが
や

は
、
小農
制
が
維持
さ
れ
る
や否
や

と
の
問圏
に
お
きか
え
ら
れ
る。
わ

た
くし
には
、
協
岡侶
に
よ
る
フデ

で
カ
ルな
小
農
制
の
止縄
が
た
だち

に
巽
現
され
よ
う
とは
彰
え
ら
れな

い。
むし
ろ
、
世
界
経済
飽
秩
序の

形
威
、
第
二次
な
bぴ
に
鯖
三
次塵

榮
部
門
(主
と
して
工
藁
商榮
部
門
)

の発
展
、か
く
て
農
藁
にお
け
る商

品生
能
化
の的
血
と
これ
に
と
も
な

い生
萱
ゆ鵬
の
準
渉
に
よ
つて
、
グ

ラデ
ュア
ル
に労
働
楓約
的
自
給
自

昆
的な
零紬
酵
」は
崩
壊し
て
ゆ
く

ので
は
な
か
ろう
か
。

それ
ゆ
ゑ封
履
晒
腿
蚕
的
農
村

寂族
制
が
い
また
だ
ち
に崩
壊
す
る

こ
とほ
零
えら
れな
い
が、
近
代
顧

纂
の発
屡
に
とも
な
つ
ての
部
市
に

お
け
る
夫購
簸
族
への
融蔑
の
よ
う

に
、
漸
進的
な
函
程に
お
いて
、
人

間
騨
敏
の遵
に
そ
い農
杓
に
お
いて

近
代
的
家族
制
が
形威
さ
れ
てゆ
く

の
で
は
な
かろ
う
か
。も
ち
ろ
んそ

こに
は
数
多の
阻
碍
が
あろ
う
が遭

はお
の
ず
から
し
て
明ら
か
で
ある

だか
、
こ
の鱈

構
蓮の
閤
頭
とは

一腺き
り
は
な
され
る
制
匿晒
な
問題

が
める
。
そ
れは
、
ル
プ
レー
が
とぐ

に
璽
調し
、
ソ
ロ亘
キ
ン
も豪
だ
と
り

あ
げて
い
る
とこ
ろ
で
あ
る
が、
農
駅

寒
族制
の
移
立
発腿
綴
式
の制
度
的
交

柱
で
ある
硝
続制
の
問
題
で
ある
。
す

}な
わ
ち
、職
後
、家
縦
相
続
が廃
止
さ

れ
て
財薦
相
観
だ
けが
認
めら
れ
、
し

か
も
均分
相
続
とな
つて
、
ここ
に
わ

が
國
相続
制
度
は
基本
鮒
に
近代
化
さ

れ
た
ので
あ
つ
た
。云
い
か
え
ると
、

家
長
困家
族
制
を継
持
せ
し
めた
基
本

困
制
匿
とじ
て
の
蒙督
髄
財
簡相
続
制

が
な
く
な
つた
の
で
ある
が
、
はた
し

てこ
れ
が農
村
に
お
いて
実
現
され
る

かど
ら
か
に大
き
な間
魑
が
あ
る。
少

なく
と
も
、す
で
に
小農
制
維
持の
立

隔
から
し
て、
噌種
の世
襲
農
踊制
を

想定
す
る
一子
限
足
相続
制
が
考
えら

れ
、そ
の
具体
舶
対
策
とし
て
農
駅賢

編
講
籠
罐
諺
協
璽

る
近代
的
椙続
制
編
用
に反
対
が
根弼

く
猷
みら
れ
てい
る
。
また
は
た
して

置
民
がこ
の
新し
い
相
続制
を受
け
入

れ
る
かど
う
か
に問
■
が
ある
。
だ
が

こ
れ
もま
た
経局
的
に
は小
農
制
の
間

鯛
と鑛
ぴ
つ
く
ので
は
あ
るが
少
な
く

と
も
それ
が
農
村に
い
か
に週
用
あ
る

い
は
輩
さ
れ
るか
に
よ
つて
艮
村
蹴

族
制
の廻
甜
が
大い
に
左右
さ
れ
る
も

の
で
あ
るZ
を
こ
こに
指
摘し
て
お
3

た
い
o
(筆
鷺
は累
穴
康
掌酪
助
孚
)

私
的
捜
占
に
断
罪
の
日
迫
る

英
鉄
駄
藁
國
有
法
案
を
競
つ
て

池

上
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■
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≡
8
餐
疇
…
■
…
■
=閂■
≡
■
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■
「=目
…
露
≡
臨
≡
6
…
日
≡
■
≡
日
q=
■
鴨二
口
…
畳
≡
凹
=
嗣
≡
圏
=「巳
三
瞳
=冒薗
…
暫
…
罎
≡
層
≡
8
三
口
三
6
三
5
コ
霞

先般
わ
た
くし
は
溝
根
のK
霞
店で
標

記
「駆
節
鐘
を
み
つ
けて
説
んだ
が

ほん
駅
者
とし
て
の
木
村秀
雄
氏
の苫

心
され
た
と
ころ
が
よ
くあ
ら
われ
て

いた
。
流
暢
にほ
ん
駅
され
て
い
る、

む
しろ
流
暢し
す
ぎ
る
くら
い
であ
り

や
」も
す
る
とそ
の
万漏
口胴
が
、読

む
もの
の
耳
に少
し
い
やみ
を
究
えさ

せ
るの
は
、
この
嚇
の
キ
ズだ
と思
う

し
かし
そ
の
い
やみ
が
あり
な
がら
、

こ
の
ほん
駅
構の
も
つ
番り
は
、
暖い

心
を
もつ
て
迫る
も
の
があ
る
o
それ

は
原蟹
轡
ヵ
ーリ
ダ
ー
サ
のパ
ト
スの

ζ
も
つた
斜惰
によ
る
も
ので
あ
るが

サ
ン
ス
ク
リ,
ト
を
だか
に
読み
こ
な

せ
な
い
われ
わ
れ
にと
つて
は
、ほ
ん

駅
に
よ
る
より
他
は
なく
、
原著
喬
の

尉
情
も
か
くや
あ
らん
と
し
の
はれ
る

匿充
分
な
ほん
訳
と
い
つて
よ
いで
あ

ろう
。

O

O

O

カ
ー
リ
タ
ー
サと
い
う名
前
を
さえ
来

知の
人
が
多
いが
東
洋人
た
る
日
本人

が燈
台
も
と鱈
し
で
は、
情
な
い
。こ

の詩
齪
力
ー
リタ
ー
サ
を紹
介
した
点

だけ
で
も
記
者の
交
学
界
、思
想
界
に

寮興
す
る
と
ころ
は
大
きい
「璽灘
人

の
日本
人
が
何で
も
古
興を
ひ
つ
はり

出ず
と
き
に
ギリ
シ
ヤ
か
ラテ
ン
に足

つて
い
る
の
が通
常
だ
が
、印
凝
のn

富な
賢
粗
が
も
つと
も
っと
こ
な
され

て
いく
べ
き
では
な
い
か。」と
て
わた

しの
「プ
シ
ュケ
と
エ
ロス
」
な
る縮

岬分
析
学
よ
りみ
た
る
ギ
リシ
ヤ
の押

話分
析
諭
を
批
騨し
た
この
印
匿学
番

木村
顎
雄
氏
の胃
論
を
、今
し
みじ
み

と思
い
出
し
味わ
つ
て
いる
o
プ
シ
ュ

ケと
か
エロ
スと
か
いう
心
理
掌
的な

雷薦
は
、
そ
の起
源
が
ギリ
シ
ヤに
あ

る
から
、
今
の印
度
掌
者の
奪
斜
は当

ら
ない
が
、近
年
、
日
本人
が
古
興と

い
えぱ
、
西
洋の
ギ
リ
シヤ
方
面
に多

く
求
めた
噸
向は
た
しか
に
あ
つ
た
。

そ
の愈
味
に
お
いて
こ
のカ
ー
リ
ダ
ー

サ
の交
学
思
想
を粉
⇔こと
は
、
粟漂

人
とし
て
の
日
本人
が
世
界に
買
献ず

る
一
っの
綴
働
とも
な
る
であ
ろ
う
o

O

O

O

さて
こ
の
季節
鱒
は
、カ
ー
リ
ダ

ー
サの
僅
口m甲拝
情
網
をな
ず
も
の

で
自然
の
四
塗
を通
ず
る
入
聞
の

29
季で
も
あ
る
。も
つ
とも
カ
ー
リ

ダ
ー
サの
潔
塊は
熱
い
地穂
で
あ
つ

た
から
、
四
季
とい
つ
て
も、
日
本

の
それ
と
は
よ
ほど
ち
が
つて
は
い

るがこの
季
節
第は
黍
節
を癌
じ
て
恋

営
をう
た
つ
だ交
学
と
おた
し
は
う

け
と
つた
の
であ
る
。
ただ
こ
の
季

節
期
のみ
を
み
て
カー
リ
ーダ
ー
サ

の
心理
を
云
ず々
る
こ
とほ
つ
つ
し

まね
は
な
らな
い
が
、恋
慶
交掌
(蒼

し
くは
恋
情
交学
)
と
して
の
こ
の

季節
鯛
に
も
、彼
の
片鱗
は
必
ず
あ

らわ
れ
て
い
るこ
と
だ
ろう
し
、
恋

愛詩
を
通
じて
う
か
がう
こ
と
も許

され
よ
う
。わ
た
し
はこ
の
詩
を通

じて
彼
の
恋愛
文
学
心瑠
を
味
う
こ

と摩
で
き
るの
で
あ
る。
原
文は
不

の蘭カーリダーサ作

『季節集』に就て

美 しき椙・聞 歌の 群
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宰
にし
て
知
らな
い
が
、か
く
も味

=
う
こと
の
で
きる
鶴
流暢
な
ほ
ん
駅

蟹
綾
いき姜
皐

愚
い
} た

乙女
の
あ
でや
か
な委
で
あ
り
、そ

の
陰と
は
し
り出
で
ん
とし
て
い
る心

惚で
あ
る
。
カー
リ
ダ
ーサ
の
恋
愛観

が
暮の
臼
払
の季
節
と
、人
の
心
の季

節
を浄
き
彫
にし
て
い
る
ので
あ
る。

し
かし
刃ー
リ
ター
サ
は乙
女
の
恋慶

よ
り
も氏
婦
の
懸慶
、
深
い愛
簡
に
つ

い
て
よけ
い
に
うた
つ
て
いる
。
いわ

葱

書
乃
き
し奪

毒

して

い
る
ので
は
な
くて
、
解
田な
娠
愛
I

I

それ
は
余
り
にも
殺
風嚇
な
笥U蟷

の
ほほ
け
つ
つ
、ひ
た
ぶる
想
にう

ち
くど
9
、
麟の
流
し目
ぬ
ず
み見

に
、よ
紳
てず
ね
た
る肩
こ
ぞ
は
、

恋の
し
わ
ざ
のい
た
づら
ぞ
(審の

季節
)
0

0

0

醒

糊
縫

櫨

瓢

怒

含

し
つ
つ
、心
鍛
ち
ず駿

星

9て
、
〈,こ
ギ春
に
野ー
窮
の
か
一

た
へに
蓼
て
ら

そい
麟

三
藍

・い
に
燃
ゆ・
な
・
.

一

と
の
調
ぺ
は諏
に
爵
春に
み
ちみ
ち
一

ね
竃
髭
み
と

と
・蒋
農

心
憂

ー
を
呈
象

・
世霧

麺

◇

◇

◇

英
國
諭
会
は表
る
+
月

二十
六
日
か
ら闘
か
れ
て

い
るが
、
こ
の
今会
期
が
」㌘五
分
の
三存
所
有
ずる
。

一九四
五
年
七
月労
働
看

が
政楢
を
握
つ
て以
來
の

会
朗
のう
ち
最
も
輿要
だ

と
い
わ
れ
る
の
は
、
政
府
が
過
去
ニ
ケ

年
の
研
究
、
嫡
備
を
盟
ね
て
き
た
鉄
鋼

業
國
有
法
楽
を
提
出
し
た
か
ら
で
あ
り

こ
の
葉

を
め
ぐ
つ
嘉

も
鐸

な
墜

胃治
職
が
展
囲
さ
れ
て
い
乙
か
ら
で
あ
る

一

切
法
条
の
要
四
は
次
の
通
り
、

(
一
)

駁
府
は
欲
鉱
石
の
生
産
か
ら
針
、
ビ
ン

一巳
舳=
■
鳳ご
■
一
口
「一畔口
「一
星

=●
藺二■
噌

女
に
文
掌
を
も
つ
て
欺
え
r
5
;
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
愛

ノ
鴨
暫、き
《

こ
れ
に
、
憂
は
め
ぐ
り
榮
、

,帯
O
、

灼
け森
え
毫
轡
琴

・
窓

み
洛み
て
水
奮
の
ボ

ざ

≧
　

夕
ざ
れ
ば
、
月
は
心
を
ざ
し
3
ね
0

}

恋
ひ
葦

に簿

れ。
し
(豊

峯
師
)
の
詞
は
塊
ゆ
か
し
い
醇
n
ρ
あ

る
・

}　

彼
は
実
婦
の
森
個
を
、
マ
リ
ー
・
ス
曽一

博

一鉄
、旧
軌
條
の
製
璽
に
至
る
主
要
な
百
七

}の
会
吐
を
接
牧
♂
る
9
(
二
)、
噌九
五

皿

豆

套

で
に
置

饗

の
ほ

(
三
)
、政

㎜府
は
畿

簸

震

ヘア
イ
ヤ
ン
・
ア

一
ン
ド

●
ス
テ
ィ
ー
ル
.
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

・
ン
・
オ
ブ

●
グ
レ
ー

ト
・
ブ

リ
テ

ン
)
な
る
痔
株
会
敵
を
馳
立
、
百
七
会

砒
の
珠
式
三
億
繭

(
十
二
縁
ド
ル
)
を

買
上
げ
る
。

(四
)
、
敏
鋤
鞭
の
臨
輿

と
の管
理
は從
順
覆

π当、つて
きた

人
の
事に
残
ざれ
、
供
霜
の
命
令
を

一う
け
る、
建
韓

の
尊
と
薩

　

,
凹
保
さ
れ
、
騨
肩
一
'
1
媛
β
い
に
覗

F聾
=
一口

「
謄
二
「随
二
創Ψ

曖
噌
0隅一
一露
曽
即

乙
女

や
メ
悪
的
総
鰯

F一臨
㌔
4、に
鞍
雛

結
婚
盤
」
にみ
ら
れ
る
宏,な
疑惰

爬
開
を
み
せて
い
'ぢ

∵刀集
崩
」

の中
に
み
られ
る
族ず
るタ
に
対ず

る襲
の
恕偶
に
も
似
たと
し
ろ
か
あ

る。「冬
の
季
節」
に
、

はか
な
津
は
、冷
た
冒鱈
に
や
けゆ

}
きて
、
く
れ
.{い燃
め
る要
か
づ
ら

風
にい
た
くも
ふ
る
い
,
つ、
色
お

と
ろえ
て
あせ
ゆ
け
り
、背
の
男
と

継
る災
し
き女
が
闘
角ろ
つろ
い
て

ゆ
くが
ご
と

と
族ず
る
夷
の
功の
ヒ
を擢
ろ
襲
の

ガ
わ
れが
み
萎

毒

・そ
し
三

畢
ず
る
こ
とが
出
來
る6
(五)
、
霞

動
車
藤
藁は
■
腐
化か
ら
除
外さ
れ
る

(六
)
、ヴ
4,
カヌ
、
ジ
澗ン
・ブ

ラウ
ン
田看
名
会
肚
の鋼
鉄
工
協は
接

牧さ
れ
る
が、
鉄
鏡
製適
以
外
の企
藁

「は
擾
牧
さ
れな
い
。
(七
)
、政
府
は

年五
万
トン以上
の
鉄
鋼を
隼超
す
る会

融
およ
び
年
=万
トン以
上
の
鉄
馨
生

西ず
る
会
肚
を國
有
とじ
、
ま
た年
生

産
高が
お
敬覚
以
下
で五
千
トン以
上
の

会敢
は
恥
藁継
続
に
つ
いて
政
府の
許

司
を必
嬰
とし
、
蓋
乎ト凱以
下
の小
工

匿会
肚
は
許
可を
必
要
とし
な
い。

◇

◇

◇

英國
の
鉄罐
襲
に
徒
恥し
て
い
る会

一就
は約
二自
五
ナ
敵あ
り
、
そ
の
從

藁
角は
五
十万
、
投
ド
賢
本は
一巴慰

}八
千
万傍
(十
五
億ノ
)
で
あり
、
キ

　【嬰
会
就と
し
て
は
ラ
ンカ
シ
ャi
、
ド

ー
マ
ン
●
ロン
グ
、
コル
ヴ
ずル
ス
、

ス
テ
晶
ワー
ツ
●
ア
ンー4
●
ロイ
ヅ
、

し
,
.い
ろ
。
了
蕊
兜
イ

人
ら
砂
の
ヒ
を

「
ユ
ナ
イ
テ
ジ
ド
。
ス
テ
f
ー
ル
、
六
1

・
い
誓

2

轡・
、
護

て
÷

・
ウ
ずン
の
六翼

箋

る
.

っ
げた
晩
端
の砲
Σみ
:
.、算
し
9
醗
「こ
の
六肚
は
多
数
の従
閥
会砒
と
鉄
編

ト

iブ

ス
大人

の
哨
マ
リド

■
ラ
Tソ

　ル

篭代

花)
1,b
距セ

,
山

.

'
、
」

ア
カ
ρ
よ

㌧
蒼

辱ら
冒

男
は
、
轡

、か
鱗

㌧

賊
の
男
の
鱈
いへ
ひ
h
し

'.'
μ
`
・版

ハ
、」

一

〇

な

Fし
の
憾

π
へ
碍
㎎

r
l`

-、(
声バ
族
、

㎜掌
似
外
の
窪

鷲
を
も
序
耳
つ
て
お
0

劉
む
せ
、ソ
}
一ヤ
砒
だ
け
で
観
鉄
生
套
量
の
約
半
分
斎

へ

い
孟

脈
穴

恥丸
箇
し
て
い
る
パ
今
年
度
の
英
國
の
観

鉄
生
題
盤
は
職
酬
の
鎌
昌
風
よ
り
も
八

　

0

}な

の
し
+

姻
負
瑠
加
し
て
お
り
、
酌
千

.
ー
サ
藏
切

こ
、白
血
十
万
ノ
な
㌧
し
+
内
肖
万
,
望

dの
侮
占
π
}
と
チ
定
さ
れ
、
し
か
も

ガ
の
盤
は

}
九

〇

糟1

弩暑

よ

ユ
f

はそ

しτ,
夷
,Ti西
へ
「=

尋

病灘

畷

も
》
爾
を
輿
え
た

し
い
、

δ
ら
に
驚
一

}
曳
ご
と
は
カ
ー
リ
ガ

ー
昏
く
作
酪
甲
、

}
戯
田

「シ
ヤ
ク
ン
女

ワ
ー
伽∴

は
西
欧

に
ほ
ん
訳
声
れ
ゲ
辱
ゲ
r
れ
、
西
洋
文

掌
犀
を
驚
騨
ギ
㌧

み

、
ぐ
あ
る
。
ザ

し
、

「そ
の
ノ
ア
・
ス
ト
に
お
い
て
こ

の
戯
曲
よ
り
い
ご
さ
か
諒.
ポ
r
轡
を
蔓

け
て
い
る
の
で
お
る
σ
」
に
}
ぐ
と
で

【
あ
0
、
カ
ー
リ
ー
メ
ー
静
を
稟
洋
の
シ

エ
ー
ヶ
ス
ピ
ー
ア
亡
浅
え
称
鉾
せ
し
め

る
に
至
,
た
の
も
、
あ
舜
て
怖
し
む
に

7
一
⊃
く
、
0

痕
β
乳
し

五
二
年の
歌
州
拠
興計
廟
匿
よる
崖
菌

嵐
憬千自
万
ノ
に
回い
衷
♂く

塀
加

の
傾
向に
あ
5
)浄
た
バ
砿の
以
欝
は

從
属
会肚
豹
百
吐
矛ウ
配
し
、六
自
の

慮
役
撚を
占
め
て
いる
。
昂時
で
あ
れ

職
崎
であ
れ
鋼
鉄
の㌣
西
は鰭
に
高
承

鐘
を
保た
ね
ば
な
らな
い
⊂と
は
こ
と

に
英
鴎の
現
欺
下
では
張調
さ
れ
て
い

る
の
であ
る
が
、以
上
の
よ弓
な
六
融

の
擢
占費
本
が
あ
つて
は
歓鋼
挙
の
酊

進
を
比進
ず
る
こ
とは
出
鄭な
い
。
と

い
う
のは
こ
れ
らの
費
本
は鉄
鋼
鞘
を

現
駄
の鰯
で
焼
高
の倒
絡
を維
持
し
よ

う
と
ダ5
た
め
、
いき
お
い生
隔
陀
力

集
甲
主
義
か
散
逸
主
義
か

宮

米
國

人文
糾
掌
顧閂
團
は
東

襲
譲
で
大掌
図
置礪

の
閻
■を
第
Uに
とり
あ
げた
。
戯
点

は
大
掌図
儲
鋸
の予
算
と
、
中央
図
麟

鯛
主
廣か
部
局
図階
館
叢
農か
の
問
■

で
あ
つた
。
哨
二の
問
題
は
、乗
園
で

も
二
十倣
年
姫
甲髄
乙
嚴
の
む
っか
し

い
問
圏
にな
つ
て
いる
。
ア
メリ
カ
の

大
掌
では
、
す
べ
ての
図
墜
を敗
撰
に

も
掌
生に
も
椴
会均
鱒
に
開
赦し
て
い

る
。
だ
から
図
質
帯出
の
期
限
をま
も

ら
π
い
と
、敬
摂
でも
容
赦
なく
罰
金

を縢
せ
られ
る
◎
しか
し
分
敏
され
た

図書
を
各所
の
薗
日図
雷
郵
に
足
を躍

んで
探
し
旗
める
こ
とは
、
時
間
と労

力の
察
質
にな
る
。
しか
し
全牽
の図

●
を甲
矢
図○
頗
に
崩
めて
お
く
と、

大
きな
大
学で
は
贈
経何
甥
も
歩
いて

そし
て
ほ
う
大な
目
録力
ー
ド
や
警暉

の
甲で盾
素
せ
ね
は
なら
ぬ
不
利が
あ

るo
さ
ら
に甲
畏
図
墜鋸
圭
贋
は
、部

局図
凄
そ
の
目
盤
窮
資
謬

費

や
、部
局
閥
の重
複
図嘗
費
な
ど
の節

西

光

雄

減
を
牛
彊
し
、
目
録及
ぴ
分
類の
疏
一

と
管
理
上
の
能
牽
と
、側
査
利用
上
の

ラー,ブ
ラ
リ
●サ
ー
ヴィ
ス
の利
便
を

一理
由
に
す
る。

一

これ
籠
覇

罷

と
つ
て
図聲
が
手
近
にあ
れ
ばあ
る
ほ

ど
健
利
であ
る
こ
と
を諭
勧
とす
る
o

し
か
し
線合
厨
究
が路
ん
に
な
るに
礎

つて
大
勢
は
甲
央
図
6
館
ま属
に
四

い
て
硬
たよ
弓
で
あ
る。
顕
悶■
の
竃

の

向
も
こ
の方
向
に
あ
つた
。
しか
し
甲

矢
図
書
鱈
ヰ麟
に
も劇
描
の
よち
な
不

便
が
あ
るの
で
、
そ
ζ
で嵩
出さ
れ
た

の
が
部
門別
図
霞
覇
であ
る
。例
え
ば

砒
会
科
掌と
か
、
生
物掌
飽
璽
甲と
が

す
ぺて
線
合慨
究
の
譲
に
な
る團冠

同顕
の
図
讐
濫
遷

翼

賭掌
部
の
甲
心に
鯛
鯖
し元
も
のが
国

ち
部門
別図
雷
室
「で
あ
るo
そ
れは
哀

た中
央
図
書館
の
甲
で
、各
樋
の部
門

別
図百
寵
と
して
酸
翼
され
る
工
夫も

あ
る。
ど
ちら
も
そ
れ
を翼
施
し
てい

る大
掌
で
は成
功
し
て
い
るo

日
本

の
大
学
では
ど
う
であ

ろう
か
。髭
留
脳な図

嚇
の占
盲
を
当然
の
轄
掴と
し
て
他
を

顧
みな
い
人
が々
多
く
、
所属
の
掌
生

に
ず
ら
も
殆ど
囲
放
され
て
い
ない
部

局
図
6
箋
伊あ
つ
て
、綜
合
研
究も
麗

ん
で
な
い
日本
の
大掌
で
は
、
アメ
リ

カ
の
大
掌で
ζ
う
した
問
題
が諭
じ
始

めら
れ
るず
つと
以前
の
ま
さ
に十
九

世
紀
的
な原
賂
的
図礒
館
制
度
にな
つ

て
、
そ
れで
い
て
何尋
の
不
偲
も不
含

囎
も
感
じら
れ
て
い
ない
濁
状で
あ
る

か
ら
に
は
、顔
一に
そう
い
う
問題
そ

の
も
の
が頗
る
練
の
還い
、
ピ
ント
の

外
れ
た
周閣
に
な
る.
は
、註
あ
図
田の
晃

昼

全
な
る自
由
岡放と
、

旺
醒
な
る
踪合
晒
究が
興
瞭
に
行わ
れ

て
い
る
大学
に
お
い
ての
み
、
1天
な

問
■
と
な
るの
で
ある
。
京
郁
会繭
で

の
日
本
側萎
員
の
串合
事
項
に
は、
豫

合
観
究
と
図儘
の
開
敏が
置
旨
され
て

い
る。
大
い
に割
目
して
筒
つ
べ
8で

ある
o
自
給
自尾
に
曜
盈ず
る
絃
蓄飽

な
部局
図
霞
墨圭
属
で
は、
物
件
費と

人件
費
の
刃
比が
一対
≡に
な
つ
て
い

る
イ
ンフ
レ
経琶
下で
、ド
ル
・レー

ト
が四
百
円
にも
な
ろ
うと
す
る
時、

部局
間
の
重榎
図
墜
購
詰の
浪
費
を防

此す
る
一事
だけ
で
も
、眼
本
的
な図

霞
行政
に
遡
源し
て
老
えね
ば
な
らぬ

の
では
あ
る
ま
いか
。
盟な
る
常
蘭
や

因
醒で
大
掌
の
図霜
行
暇
を確
立
す
る

こ
とは
む
つ
か
しい
●
Ω
盈
-は
累
穴

司
警
巴

を
制匹
し
、
新式
の
有能
な
工
場
を
観

て
な
いで
旧
式
の徒
楽
の
丁腸
を
欄
生

大
事
にす
る
と
いう
話
果
にな
つて
い
臓
、民
闇
航
察
、糎
外
殖
偲
、嘱
力
、

ガ
ス
、石
炭
辱
の比
駁
凶
摺島
な
瞬
鯖

か
ら
叢

花
し
て
楽
た
が、
魅
隅

鞘
の
み
は
複
礁
な
生
巌

組
綬
を
包
禽
し

て
い
る
た

め
、
敵
府

㍍
し
て
出
久
る
だ

け
乏
の
輿
施
を
の
ば
し
今
日
π
輩
つ
た

}
わ
け
鴫
禽
る
か
、
敢
府
内
の
左
舐
で
あ

る
べ
瀞.
～
、
、
ド
ー
ル
ト
ン
、
シ
ン
ゥ

一
エ
ル
、
ス
ト
・
ナ
ー
の
諸
氏
の
強
硬
意

毘
に
上
凸、r
、

公
約
を
輿
施
し
な
け
れ

一ほ
な
供
、な

く、な
つ
た
も
の
で
あ
る
●

似
上の
こ
と
く鉄
鯛
藁
國肩
法
嵩
を

め
ぐ
つて
、
英
酬
会は
労
勒
慨と
保
守

覚
と
の猛
烈
な
贈隙
が
踊
ま
れ
て
い

る
。
ζの
諭
職
が
}九
賢
O年
夏
の
縄

璃
挙
にど
の
よ
う
π層
く
か
、そ
の
成

行
嚢

〔
に
娘
する
o
(鰭
宿
ぱ
聾

日
新聞
外
悟
邸
謹
嘗

け
る
不
駁の
興
鯵を
よ
く
描
い
てい

る。そし
て
そ
れは
人
聞
へ
の愛
惰
を
医轡

ギ
ペー
ル
の沼
し
だ
赤ん
坊
の
玩
員
に

晒力
へ
の
檜懇
を
ウ
イ
リイ
の
ジ
ャ
ッ

ク
・ナ
イ
フ
に映
圃
個智
の
生
理
晒鶏

力を
も
つ
て見
事
に
墾
鳳し
て
い
る
。

最初
ギ
ペ
ー
ルが
、
ユー
・ポ
ー
ト
に

さ

◇

◇

政
町反
剃
ピ
戸
ある
傍
守党
で
は
チ

ャ
ー
チ
ル鞄
菌
、イ
ー
デ
ン
氏を
先
鎌

乙
し
r
¢
邪猷
念偶
西
麹
の観
楓化

を
乱
ー
輝
頻
か阻
轡
す
るo」と
翼
岡

一か
ら
σ

や
゜
-
5
》
る
。
労
勧
党
は
下
院

一謹
髄

故
・へ
馬
つ
の
う
ち
9一
九
二
説
席

苓
有
L
、
7ー

サ
手
の
贈
過
は
間
遽
い
の

}な
い
レ
r
ア
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
遡

し
て
卿
恥側
と
して
最
も
厄介
な
問
題

る
から
で
あ
る
。そ
こ
で政
尉
は
國
有
　が
葎
れ
し
くい
黍
。亡
れ
は
保守
勢
力

化によつてこ桑

碧
蒙
を襲
の比
甥

葱
上院雫
蓉
いか

雛

驚

馳
器
襲

墾

黙

昨
"蹴
蕊
轄

筋

九
七
。五
帆弧
、翫
鉄
生
葦の
九
七
・

つて
い
5
こ・ぞ
あ
.9。
倶
賢
寛は
下

六
帆
"、
鋼
鉄
イ
ンゴ
ヲ
,q
蔭
の
九
院
で
敗北
し
て
も
、必
ず
こ
の上
院
の

　九
・
三
響
掃、
圧延
丁
湯
能力
の
九
冤
儲
限
を
利門
し
て
あく
ま
で
法
累の
成

・六
帆h
を
闘
有価
し
よ
うと
企
図
し

て
い
るの
で
あ
る。

立
を
財
署し
よ
う
こず
る
こ
とは
朗
か

◇

◇

◇

で
あ
る
。政
府
が
、上
院
の
描限
を
一

一九四
五
年
の遡
挙
の時
労
働
党
は
年
間
に郷
糊
ず
る
法寓
を
鉄
鋼國
荷
化

鉄
鋼
藁の
国
有
を公
約
し
、そ
の
実
施
法
累
と
なら
ん
で担
出
し
て
い
ゐの
も

に
先
立
つ
て
、
イ
ング
ラ
ンド
、
測
こ
の
た
めで
あ
る。

賠
圏
酔

さ
ら
われ
る
駁
での
筋
の発
展
に
い
さ

さ
か
不協
和
曽
的嵐
ご
つ
8を
感
じ
る

が
、
嘱
エレ
ー
ヌ
准薗
面
の顕
に
か
く

す
こ
と
によ
っ
てナ
チ
の
暴
力を
一層

よ
く
浄ぴ
あ
が
ら
せぞ
い
る
oぞ
れ
に

し
でほ
ギ
ベー
ル
の紹
望
や會
幡
炉
著

干
困
3尾
り
無
いよ
う
で
ラス
ト
の
救

わ
れ
刀の
逃
け
と
とも
に
膿
い足
り
な

い
螂
じ
がf'る
●し
か
し
ナチ
摺
題
脅

を
甲
心
に醐
々
の
バー
ソ
ナ
リテ
イ
を

コ
クメ
イ
に
揃き
そ
れ
らの
人
物
の
甲

か
ら
、個
人
に俺
用
す
る大
き
な
職箏

の
輿体
を
摘
出描
写
し
た
クレ
マ
ン
の

演
出力
は
よ
く郷
成
の
不欄
を
カ
ヴ
ァ

ー
して
ゐ
る
〃莫
文
と野
獣
"
を撮

膨
した
ア
ル
カ
ンの
カ
メ
ラが
満
水匿

の
内剖
に
灰色
の
雰
囲
氣を
よ
く
出し

て
いる
こ
の
ζ
とは
ク
レ
マン
が
〃

鱒浜
と
野
獣
"の
助
手
をし
て
い
る
こ

と
とと
も
に職
優
フ
ラ
ンス
映
駈
の興

膿
あ
るこ
と
であ
ら
う
o

とま
れ
、
これ
が
が
も
つ思
想
に
お

い
て内
客
に
お
いて
騒
隈爆
大
の
問魍

作
た
るこ
と
を疑
わ
な
い
。こ
れ
は反

圃醤

と
し
ての
職
畢
映
画た
る
こ
と

に
お
いて
西
欧の
古
興
的
交璽
帽
晶
に

比
岡す
る
底
の慰
葱
的
感
銘
を受
け
る

の
であ
る
.
8

マア銘
ム馨

機
護

東
大
翼
属甲
央
写
翼
部
鈴
木
マイ
ク

ロ
.フ
イ
ルム
研
死斬
で
は
、か
ね
て

京
大
図
賞鰭
で
研究
甲
の
マ
イ
ク
ロ
●

フイ
ル
ム澱
彫
機
をこ
の
ほ
ど狢
戯
し

た
、
ζ
れに
よ
れぱ
捷
來
の
タイ
プ
に

比
ぺ、
は
るか
に襲

還
に交
献
、

資
料
の
コ
ピー
を
と
るこ
と
ガ出
渠
、

薩

一驕
五
〇9
澱
寄
塑

費
用
は
石
儲庄
三
蓉
ミリ
フ
ィ
ル
ム
ロ

駒
で
一頁を
コピ
ーし
て
曹
通
写翼
の

歎
†分
の
醐で
あ
り
、研
蛇
堅
その
価

大い
に
■ぼ
れ
て
い
る

無
書
の
反
職
映
画

融
弔
が惜
む
κ
営
もの
で
あり
、
鵬
一

力
が
不
合塊
な
も
ので
あ
る
なら
は
、
一

映圃も奪

れにレジス多
蔓

灘
諺
無
冠
戴

臥

駆
ロ

描
智
、救
い
な
冒
紹
鴫の
心
理
を鶏
求
一

し
た
こ
の映
囲
は
その
艮
き
一例
で
あ
一

ろ
う
。反
プア
ツ
シ
ズム
を
台
詞で
語
一

ら
ず
に
とじ
込
め
られ
た
潜
水蕨
で
慰

苫
し
い臓
宰
の
跳
田を
生
々
と象
髄
し

た
ル
ネ
。ク
レ
マ
ンは
晒
い
谷
間に
お
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